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耐震診断を受けてみませんか

国民健康保険通信

青年海外協力隊レポート

笛吹市探訪

笛吹市学校紹介

図書館インフォメーション



　
市
出
身
の
作
家
、
　
村
深
月
さ
ん
の

小
説
「
鍵
の
な
い
夢
を
見
る
」
が
7
月

17
日
、
第
1
4
7
回
直
木
賞
に
決
ま
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
直
木
賞
に
は
2
回

候
補
（
「
ゼ
ロ
、
ハ
チ
、
ゼ
ロ
、
ナ
ナ
。
」

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
殺
人
ク
ラ
ブ
」
）

と
な
っ
て
い
て
、
今
回
、
候
補
3
回
目

で
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
受
賞
発
表
の
当
日
、
　
村
さ
ん
が
小

学
生
時
代
か
ら
通
っ
て
い
た
石
和
図
書

館
で
、
図
書
館
司
書
ら
関
係
者
約
30
人

が
、
そ
の
時
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
7
時
20
分
過
ぎ
に
受
賞
の
一
報

が
入
る
と
、
館
内
は
「
や
っ
た
ー
」
「
お

め
で
と
う
」
の
歓
声
が
わ
き
ま
し
た
。

　
館
内
で
は
、
ひ
と
し
き
り
喜
び
が
分

か
ち
合
わ
れ
た
後
、
図
書
館
司
書
ら
の

手
作
り
の
く
す
玉
が
割
ら
れ
、
「
直
木

賞
受
賞
」
と
書
か
れ
た
垂
れ
幕
が
揺
れ
、

同
様
に
用
意
し
た
「
直
木
賞
候
補
」
の

掲
示
板
の
表
示
も
「
直
木
賞
受
賞
」
に

変
わ
り
ま
し
た
。

昭和55年石和町生まれ。石和東小学校、石和中学校へ通う。
平成16年に、社会人として県内の団体職員として勤務する傍ら、「冷たい校舎の時は止まる」
でメフィスト賞を受け作家デビュー。平成23年には「ツナグ」で第32回吉川英治文学新人
賞を受賞するなど、新進気鋭のミステリー小説家として活躍。※主な作品紹介は図書館ペ
ージをご参照ください。

平成22年３月にスコレーセンターで行われたトー
クショーで、本への思いを語っていただきました。

受賞後、記念撮影に臨む石倉清
美司書（左）と外城サミさん（右）

石和温泉駅前の受賞祝の垂れ幕

サイン色紙とともに石和図書館に設置されている
　村深月コーナー

写真提供：文藝春秋

　
　
村
さ
ん
の
石
和
東
小
学
校
時
代
に

司
書
を
務
め
、
石
和
図
書
館
の
司
書
と

し
て
も
　
村
さ
ん
を
知
る
石
倉
清
美
司

書
は
、
話
し
ま
す
。

「
石
和
図
書
館
に
開
館
時
か
ら
本
を
借

り
に
来
て
く
れ
て
い
た
子
が
、
こ
ん
な

大
き
な
賞
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
大
変
う
れ
し
く
、
そ
し
て
図
書
館
職

員
一
同
誇
り
に
思
い
ま
す
」

　
ま
た
、
同
様
に
石
和
東
小
学
校
の
司

書
を
務
め
た
外
城
サ
ミ
さ
ん
は

「
お
体
を
大
切
に
、
ご
家
族
に
守
ら
れ

な
が
ら
読
者
を
楽
し
ま
せ
て
下
さ
る
作

品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
直

木
賞
、
有
難
う
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
市
は
、
10
月
12
日
に
挙
行
す
る
市
制

施
行
8
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
　

村
さ
ん
を
「
笛
吹
市
市
民
栄
誉
賞
」
の

第
1
号
と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

　
市
民
栄
誉
賞
は
、
地
域
社
会
に
夢
と

希
望
を
与
え
、
市
の
名
を
高
め
る
活
躍

を
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
そ
の
栄
誉
を

た
た
え
表
彰
す
る
も
の
で
す
。



死者数

371

101

2,425

1,828

809

733

半　壊

30,928

14,949

56,664

56,370

33,505

39,350

全　壊

6,912

1,763

50,804

38,169

16,888

15,288

東海地震

南関東直下プレート

境界地震

釜無川断層地震

籐の木愛川断層地震

曽根丘陵断層地震

糸魚川－静岡構造線

地震

　
昨
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本

大
震
災
は
、
東
北
地
方
を
中
心
に
多
く

の
尊
い
生
命
や
財
産
を
奪
い
、
地
震
の

恐
ろ
し
さ
を
見
せ
付
け
ま
し
た
。

　
市
に
お
い
て
も
、
東
海
地
震
、
南
関

東
直
下
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
な
ど
に
よ

り
、
震
度
6
強
の
地
震
が
い
つ
発
生
し

て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
地
震
は
、
突
然
襲
っ
て
き
ま
す
。

　
大
地
震
で
倒
壊
し
た
建
物
の
多
く
は
、

古
い
構
造
基
準
で
建
築
さ
れ
た
昭
和
56

年
5
月
以
前
の
建
物
で
す
。

　
市
に
お
い
て
該
当
す
る
木
造
住
宅
は
、

約
7
0
0
0
棟
あ
る
と
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
昨
今
の
状
況
か
ら
誰
も
が
大
地

震
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
家
屋
の
倒
壊
な

ど
の
災
害
が
発
生
す
る
こ
と
は
知
っ
て

い
ま
す
が
、
自
分
の
家
が
ど
う
な
る
か

を
身
近
な
こ
と
と
し
て
危
惧
す
る
人
は

い
る
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
大
地
震
が

起
き
た
と
き
、
果
た
し
て
今
住
ん
で
い

る
家
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
。

　
建
物
が
今
ど
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
意
味
か
ら
も

耐
震
診
断
を
受
け
、
必
要
に
応
じ
て
改

修
な
ど
を
行
い
、
地
震
に
対
し
万
全
な

備
え
を
講
じ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　　
東
日
本
大
震
災
で
、
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
の
多
く
は
津
波
の
被
害
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
17
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
で
は
、
死
亡
者
（
約
6
4
0
0
名
）

の
約
8
割
が
住
宅
の
倒
壊
等
に
よ
る
圧

死
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
未
改

修
の
昭
和
56
年
以
前
の
木
造
住
宅
は
、

震
度
7
（
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
最
大

値
）
の
地
震
に
対
し
て
、
全
壊
率
は
9

割
前
後
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
県
地
震
防
災
計
画
に
よ
る
と
、
こ
れ

か
ら
先
、
本
県
で
予
想
さ
れ
る
地
震
、

被
害
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
診
断
す
る
建
物
の
地
盤
、
基
礎
の
状

態
、
建
物
の
形
状
、
壁
お
よ
び
筋
交
い

の
配
置
や
割
合
、
建
物
の
老
朽
度
な
ど

か
ら
、
地
震
に
対
す
る
体
力
を
総
合
的

に
判
断
す
る
も
の
で
す
。

　
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
し

た
、
2
階
建
て
以
下
の
木
造
在
来
工
法

で
建
築
さ
れ
た
住
宅
を
対
象
に
、
無
料

で
耐
震
診
断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
に
必
要
な
要
件
な
ど
詳
し

く
は
、
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　
耐
震
診
断
で
、
総
合
評
点
1
・
0
未

満
と
判
定
さ
れ
た
個
人
住
宅
（
自
己
用
）

に
つ
い
て
、
耐
震
改
修
工
事
や
耐
震
シ

ェ
ル
タ
ー
の
設
置
を
行
う
場
合
、
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
　
市
の
耐
震
診
断
や
山
梨
県
木

造
住
宅
耐
震
診
断
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基

づ
い
て
行
う
耐
震
診
断
等
を
受
け
た

個
人
住
宅
（
自
己
用
）
で
一
定
の
要

件
に
あ
て
は
ま
る
も
の
。

▼
対
象
工
事
　
前
述
の
住
宅
の
耐
震
性

総
合
評
点
1
・
0
以
上
と
な
る
よ
う

な
耐
震
改
修
等
の
工
事
が
対
象
で
す
。

▼
補
助
金
額

　
　
耐
震
建
替
補
助
金
は
、
40
万
円
で

平
成
28
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。
耐

震
改
修
補
助
金
は
、
改
修
に
要
す
る

費
用
の
2
／
3
以
内
か
つ
80
万
円
が

上
限
と
な
り
ま
す
。
ま
た
改
修
設
計

費
用
に
つ
い
て
の
補
助
金
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。

　
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
24
万
円
が

上
限
。
い
ず
れ
の
補
助
金
も
必
ず
着

手
前
に
申
請
・
協
議
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
既
に
着
手
し
た
も
の
や
完
成

し
た
も
の
は
、
補
助
対
象
外
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ
先

　
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
　
計
画
指
導
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
4

総合評点 判　　定

1.5以上 安全である

1.0以上～1.5未満 一応安全である

0.7以上～1.0未満 やや危険がある

0.7未満 倒壊または大破

壊の危険がある

耐震診断による総合的な耐震判定

予想される地震被害状況

　平成24年度笛吹市総合防災訓練を「防災の日」にちなんで、9月2日（日）に実施します。

　市、自主防災組織等が緊密な連携を図り、防災意識を高める中で速やかに災害応急対策が実施

できるよう実践的な訓練を行います。

　訓練規模　市内132行政区市民を対象に実施

　訓練日時　９月２日（日）　午前８時～11時30分

　訓練場所　各行政区で決められた集合場所にて実施（公民館等）

※各行政区の訓練実施場所については、地区役員にご確認ください。

■問合せ先　総務課　消防防災担当　055（262）4111

消防団員による浄水器などの機械の説明 消防本部職員による三角布使用法の説明



　
毎
年
9
月
9
日
を
「
救
急
の
日
」
と

し
、
こ
の
日
を
含
む
1
週
間
を
「
救
急

医
療
週
間
」（
今
年
は
9
月
9
日
〜
15
日
）

と
し
て
、
全
国
各
地
で
様
々
な
行
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
消
防
本
部
に
お
い
て
も
、
9
月
4
日

（
火
）
に
石
和
温
泉
駅
前
特
設
会
場
で
救

急
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
J
R
石
和
温
泉
駅
前
　
特
設

会
場
（
石
和
町
松
本
1
7
7
―
1
）

▼
内
容
　
救
急
の
日
を
機
会
に
、
救
急

医
療
・
救
急
業
務
に
対
し
て
正
し
い

理
解
と
認
識
を
深
め
て
も
ら
い
、
応

急
手
当
に
つ
い
て
の
知
識
・
実
技
等

の
指
導
、
啓
発
お
よ
び
救
急
車
の
適

正
利
用
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

※
同
時
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普

及
啓
発
活
動
も
行
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
突
然

の
け
が
や
病
気
に
お
そ
わ
れ
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
と
き
に
、
家
庭
や

職
場
で
で
き
る
手
当
て
の
こ
と
を
応
急

手
当
と
い
い
ま
す
。
病
院
に
行
く
ま
で

に
応
急
手
当
を
す
る
こ
と
で
、
け
が
や

病
気
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
け
が
や
病
気
の
中
で
最
も
緊
急
を
要

す
る
も
の
は
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
場
合
で
す
。
心
筋
梗
塞
や

脳
卒
中
な
ど
は
、
何
の
前
触
れ
も
な
く

起
こ
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
プ
ー
ル

で
溺
れ
た
り
、
あ
る
い
は
、
け
が
で
大

出
血
し
た
と
き
な
ど
も
、
何
も
し
な
け

れ
ば
や
が
て
は
心
臓
と
呼
吸
が
止
ま
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
つ
い
さ
っ
き
ま
で
元

気
に
し
て
い
た
の
に
、
突
然
、
心
臓
や

呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
・
・
・
・
。
こ

ん
な
人
の
命
を
救
う
た
め
に
、
そ
ば
に

居
合
わ
せ
た
人
が
で
き
る
応
急
手
当
の

こ
と
を
救
命
処
置
と
い
い
ま
す
。

　
救
命
率
の
向
上
の
た
め
に
は
、
【
心

停
止
の
予
防
】
【
早
期
認
識
と
通
報
】
【
一

次
救
命
処
置
】
【
二
次
救
命
処
置
と
心

拍
再
開
後
の
集
中
治
療
】
の
4
つ
が
途

切
れ
る
こ
と
な
く
、
す
ば
や
く
連
携
し

て
行
わ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
最

初
の
3
つ
に
つ
い
て
は
現
場
に
居
合
わ

せ
た
市
民
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
心
停
止
の
予
防
　
急
性
心
筋
梗
塞
や

脳
卒
中
の
初
期
症
状
に
気
付
き
、
少

し
で
も
早
く
救
急
車
を
要
請
す
る
。

②
早
期
認
識
と
通
報
　
突
然
倒
れ
た
人

や
、
反
応
の
な
い
人
を
み
た
ら
、
た

だ
ち
に
心
停
止
を
疑
い
、
1
1
9
番

通
報
及
び
A
E
D
を
手
配
す
る
。

③
一
次
救
命
処
置
　
心
肺
蘇
生
法
と

A
E
D
の
使
用
に
よ
っ
て
、
止
ま
っ

て
し
ま
っ
た
心
臓
と
呼
吸
の
動
き
を

助
け
る
方
法
。

④
二
次
救
命
処
置
と
心
拍
再
開
後
の
集

中
治
療
　
救
急
救
命
士
や
医
師
が
、

薬
や
器
具
な
ど
を
使
用
し
て
心
臓
の

動
き
を
と
り
戻
す
こ
と
を
目
指
す
。

　
消
防
本
部
で
は
応
急
手
当
の
講
習
会

を
数
多
く
開
催
し
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
応
急
措
置
の
方
法
を
マ
ス
タ
ー

し
て
い
た
だ
く
よ
う
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
の
で
、
講
習
会
へ
の
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
市
消
防
本
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
消
防
本
部

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
1
1
9

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
国
民
皆
保
険
制
度
を
根
底
で
支
え
つ
づ
け
て
い

る
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」
）
の
制
度
や
笛
吹
市
の
現
状
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。
医
療
費
と
健
康
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　8月号でご紹介した、体重-4kg・腹囲-5.7cmと、大幅な改善に成功したY
さんの取り組みについて、9月号より「Yさんのメタボ解消日記」としてシリ
ーズでお伝えします。
　Yさん65歳（男性）は、妻と長男と3人暮らし。畑で野菜をつくっていま
す。以前から血糖値が高く内科を受診したことがありましたが、内服治療
はしていませんでした。

　増え続ける医療費の減少を図る取り組みの

一つとして、ジェネリック医薬品差額通知を

お送りします。

　この通知は、40歳以上の国保ご加入の皆さ

んで、平成24年４月に病院で薬の処方を受け

た人の中からジェネリック医薬品に変更する

ことで100円以上の差額が出る人が対象とな

ります。

　ジェネリック医薬品への変更を強要するも

のではありません。

　ジェネリック医薬品に薬を変更した場合の

薬代のみの金額が表示されていますので、参

考にしてください。

　ただし、症状などによって、ジェネリック

医薬品が利用できない場合があります。

■問合せ先　国民健康保険課
　☎�055（262）4111

身長：168㎝　体重：75.5㎏　腹囲：89.8㎝　空腹時血糖値（糖尿病かど

うかを調べるもの）：146mg/dl　※不整脈の所見あり。

―�市特定健診より�―

体重：72.4㎏（-3.3-3.3㎏）　腹囲：85.7㎝（-2.1-2.1㎝）　

空腹時血糖：130mg/dl

※空腹時血糖値はいまだ正常値より高く、ヘモグ

ロビンA1cにも変化がなかった。　　　　　　

―�市特定健診より�―

検診結果説明会での
保健師の話

次回は、Yさんの食事内容をご紹介します。さて、何をどのくらい食べていたのでしょうか。

不整脈の詳しい検査を受けてください。

また、血糖値が高いので主治医から指導

を受けてください。

主治医にも「体重を減らすように」と言

われたし、毎日夕方30分間のウォーキン

グを始めて、食事にも気をつけよう。

メタボリック症候群予備群です。生活習慣の改善点に気

づき、6カ月間の目標を設定して行動に移すことができ

るよう支援（特定保健指導の動機付け支援）します。健

康教室にもぜひ、参加してください。

１年間食事には気をつけてきたつもりだ

ったし、減量や糖尿病予防に効果がある

んじゃあ、さっそく保健師、栄養士の指

導を受けてみよう。

昨年の救急イベント



①納税通知書発送

②督促状発送（納期限後20日以

内に発送）

①期限の翌日から１カ月を経
過する日までの期間

税額×延滞日数（税額完納まで
の日数）×年14.6%

②納期限の翌日から１カ月を
経過した日以降

税額×延滞日数（税額完納まで

の日数）×年7.3%

【特例基準割合】年4.3%

平成24年１月～平成24年12月

③催告（文書や電話）・納税相談・

訪問徴収

④給与調査・預金調査・財産調

査（国税徴収法第141条）

⑤滞納者の財産の差し押さえ（不

動産・給与・預貯金等）

⑥公売

　　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
豊
か
で

安
心
な
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、
社

会
福
祉
の
充
実
、
住
宅
や
道
路
の
整
備
、

教
育
の
振
興
、
消
防
な
ど
の
事
業
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
業
に
は
、

市
税
が
重
要
な
財
源
と
し
て
使
わ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
市
税
の
収
入
確
保
と
滞

納
額
の
解
消
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
納
税
は
自
主
納
付
が
基
本
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
に
納
期
限
ま
で

に
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
市
税
を
滞
納
す
る
人
が
増
え
る
と
、

市
の
収
入
が
減
る
だ
け
で
な
く
、
納
期

内
に
納
付
し
て
い
る
人
と
の
不
公
平
が

生
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
滞
納
さ
れ
た
市
税
を
徴
収
す

る
た
め
の
費
用
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
納
め
た
市
税
を
使
う
と
い
う
悪
循

環
を
招
き
、
有
効
な
市
税
の
使
い
方
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
市
で
は
、
税
負
担
の
公

平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、
滞
納
処

分
を
一
層
強
化
し
て
い
ま
す
の
で
納
期

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　　
納
期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
い
場
合
は
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
納
付
が
遅
れ
れ
ば

遅
れ
る
ほ
ど
そ
の
額
は
増
え
て
い
き
ま
す
。
市
税
が
滞
納
に
な
る
と
、
督
促
状
な
ど

の
文
書
や
電
話
に
よ
る
催
告
や
必
要
に
応
じ
て
訪
問
し
、
早
期
に
完
納
す
る
よ
う
に

強
く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　
収
入
や
財
産
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
三
の
催
告
に
応
じ
な
い
場
合
は
、
債

権
や
不
動
産
な
ど
の
財
産
の
調
査
を
行
い
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
差
し
押
さ
え
後
も
な
お
、
市
税
を
完
納
し
な
い
と
き
は
、
差
し
押
さ
え
た
財
産
を

金
銭
に
換
え
、
滞
納
し
て
い
る
市
税
に
充
て
る
こ
と
で
、
滞
納
を
減
ら
す
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
納
付
が
遅
れ
て
い
る
方
は
、
収
税
課
の
窓
口
で
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
平
日
に
市
役
所
に
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
の
た
め
に
、
日
曜
窓
口
を
開

設
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　
市
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
る
税
金
は
、
福
祉
や
教
育
な
ど
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活

す
る
た
め
の
大
切
な
財
源
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
の
大
切
な
財
源
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
税
の
公
平
性
を
損
な
わ
な

い
よ
う
に
、
特
別
な
理
由
も
な
く
決
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
税
金
を
納
付
し
な
い

滞
納
者
に
対
し
て
は
、
滞
納
処
分
を
行
う
等
市
税
の
収
納
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

―�納付期限�―

延滞金の発生

　
次
の
理
由
に
よ
り
、
税
金
を
一
時
に

納
税
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
に
認

め
ら
れ
ま
す
。

　
納
期
限
ま
で
に
、
税
金
を
一
時
に
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
情
等
を
記

載
し
た
徴
収
猶
予
申
請
書
を
、
収
税
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
猶
予
す
る
税

額
が
50
万
円
を
超
え
る
場
合
は
、
原
則

と
し
て
担
保
の
提
供
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
な
お
、
徴
収
猶
予
申
請
書
は
収
税
課

窓
口
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き

ま
す
が
、
提
出
す
る
前
に
一
度
収
税
課

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
収
税
課
�

収
納
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
税
金
を
納
期
限
ま
で
に
完
納
し
な
か

っ
た
と
き
は
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金

が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　
延
滞
金
の
計
算
に
あ
た
っ
て
は
、
次

の
よ
う
な
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す
。

　
納
期
限
を
過
ぎ
て
も
税
金
が
納
付
さ

れ
な
い
と
き
は
滞
納
と
な
り
ま
す
。
滞

納
の
状
態
が
続
く
と
、
督
促
状
を
発
送

し
滞
納
し
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
そ
の
場
合
に
は
督
促
手
数
料
１

０
０
円
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
銀
行
等
で
納
付
さ
れ
た
場
合
、

納
付
確
認
に
10
日
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。

　
ま
た
、
郵
便
局
で
納
付
さ
れ
た
場
合

は
、
納
付
確
認
に
2
週
間
前
後
を
要
し

ま
す
の
で
、
納
付
済
み
で
も
督
促
状
が

送
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
行
き

違
い
の
場
合
は
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
場
合
に
は
、

督
促
状
や
催
告
書
な
ど
の
文
書
、
ま
た

は
収
税
課
か
ら
納
付
の
お
願
い
を
し
て

い
ま
す
。

　
し
か
し
、
納
付
や
相
談
が
な
く
、
納

税
の
意
思
が
な
い
場
合
は
、
関
係
機
関

に
調
査
・
照
会
を
行
い
、
給
与
、
預
金
、

不
動
産
な
ど
の

財
産
を
差
押
処

分
し
ま
す
。

　
ま
た
、
住
居

等
の
捜
索
を
行

い

、
財

産
を
差

し
押
さ
え
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
災
害
や
疾
病
な
ど
に
よ
り
税
額
の
全
部
を
一
時
に
納
付
で
き
な
い
と
き
は
、
徴
収

の
猶
予
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
徴
収
の
猶
予
が
認
め
ら
れ
る
期
間
は
、
原
則
と
し
て
1
年
以
内
の
期
間
で
す
が
、

特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
初
の
徴
収
猶
予
期
間
と
合
わ
せ
て
、
最
大
2
年

ま
で
の
延
長
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
徴
収
が
猶
予
さ
れ
て
い
る
期
間
は
、
税
金
を
分
割
し
て
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
計
算
の
基
礎
と
な
る
税
額
に
１
０

０
０
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き

は
、
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て

て
計
算
し
ま
す
。

▼
計
算
の
基
礎
と
な
る
税
額
が
２
０

０
０
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
延

滞
金
は
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
算
出
し
た
延
滞
金
額
に
1
0
0
円

未
満
の
端
数
が
あ
る
場
合
は
、
そ

の
端
数
全
額
を
切
り
捨
て
ま
す
。

▼
算
出
し
た
延
滞
金
額
が
１
０
０
０

円
未
満
で
あ
る
場
合
は
、
延
滞
金

は
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

①　納税者がその財産につき、震災、風水害、

火災の他の災害を受け、または盗難にあっ

たとき

②　納税者本人または生計を同一にする親族が

病気になった、または負傷したとき

③　納税者がその事業を廃止・休止したとき

④　納税者がその事業につき著しい損失を受け

たとき

⑤　①から④に類似する事実があったとき



　市でも9月2日総合防災訓練が開催され、今年も様々な防災に関する取り組みが展開されます。国では「第

3次男女共同参画計画」に新たな重点目標として、「地域、防災・環境その他の分野における男女共同参画

の推進」を定めています。

　今月は、地域の防災対策について考えてみましょう!

　性別や年齢を問わず、地域コミュニティの一員として、防災に関する共通の認識を持つことから始めま

しょう!

　なんて言えたらすごいですよね！女性が防災・減災・復興の分野へ参加することによって、地域の防災

力の活性化が図られることを東日本大震災が教えています。

■問合せ先　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎�055（262）4111

災害が起こった
ときは、性別も年
齢も関係なく、み
んなが被災者に
なるんだよね。

みんなで防災
訓練に参加し
てみましょう!

笛ちゃん 吹ちゃん

・個人の能力・才能・特技を生かしましょう
・１つの仕事でも、性別に偏らず、男女がと

もに活躍できるようにしましょう
・日中、夜間、休日等、いつ起こるかわから

ない災害だからこそ、みんなで力を出し合
いましょう

・男女のニーズの違いにも配慮しましょう

・けが人や高齢者への対応
・物資の配布
・行政との連携
・食事の準備や後片付け
・ゴミの処理
・共有スペースやトイレ掃除
　など、たくさんの仕事があります

第７条（自治組織等の責務）

自治組織等は、基本理念にのっとり、性別によ

る固定的な役割分担意識又は社会の慣行等及び

男女共同参画の推進を阻害する要因を取り除く

よう務めなければならない。

　過去の災害発生時の対応では、仕事は誰かにお任せ！の風潮がありました。予期せぬ事態が起きたとき、

誰かにお任せでいいんでしょうか？災害発生に伴ういろいろな仕事をみんなで協働することが大切です。

あなたは、地域の防災

訓練や防災についての

学習会に積極的に参加

していますか?

そんなこと言った

って忙しいし…

なんて、言い訳し

ていませんか?

「笛吹市男女共同参画推進条例」では、
第７条第１項に次のように定めています。

市川さんと同僚たち（写真中央が市川さん）ブータンの民族衣装であるキラを着て、荻野市長に帰国報告を

行う市川さん＝7月5日、市役所

※市川さんがブータンで活動する様
子は、広報ふえふき2011年6月号

（No.81）にも掲載しています。

　平成22年6月から、JICA（国際協力機構）の青年海

外協力隊員として、ブータンに派遣されていた市川裕

美さん（春日居町）から、帰国報告が届きました。

　平成22年から24年までブータンでの活動を終えて帰国し

ました。私がブータンに滞在していたこの２年間で“幸せの

国ブータン”は日本でとても有名になっていました。

　帰国後の日常生活の中でブータンを思い出すことがありま

す。それは家の冷蔵庫やスーパーで卵を見たときです。私の

職場では曜日ごとに“カリー”当番を決め、お米は職場で炊

いて家からお皿を持参しみんなで昼食を取っていました。ブ

ータンの国語であるゾンカでおかずは“ツェム”と言います

が隣国インドの影響なのか、おかずを英語で言うときには“カ

リー”と言います。「今日のカリーは何?」と聞くと「鶏肉だ

よ」という具合です。

　私は火曜日の当番。始めのうちはみんなを楽しませようと

日本風の味付けで持っていきました。しかし１日の当番は２

人なので、もし私のおかずが口に合わなかった場合は、みんなの

ご飯のおかずは１品になってしまいます。そこで私はブータン人

の好きな唐辛子をたくさん入れ、塩味が濃い味付けをし、さらに

みんなが大好きな卵を料理することにしました。これが大好評で

私は毎週“卵カリー”を持って行きました。そのうちに「明日は

裕美の当番だね、卵でしょ?」と言われるようになりました。そし

て帰国が近付くと「裕美の卵カリーが恋しくなるな。」「私たちは

これから卵をみたら裕美をすぐに思い出すよ。」と冗談で何度も言

われ、そのたびにみんなで笑いました。そんな風に言ってくれた

けれど卵をみると私の方がブータンのことやみんなで食べた昼食

を思い出しています。

　帰国してからはよくブータンを取り上げた番組をテレビで見か

け懐かしく、そして恋しく感じています。しかし、帰国してしば

らくは自分からブータンの番組を見たいとは思いませんでした。

その理由を母に尋ねられ「ブータンに帰りたくなるから。」と答え

ました。自分では気づかなかったのですがこの２年で私にとって

ブータンも“帰る場所”になっていたようです。



　　
八
田
家
書
院
で
「
鄙
の
会
」
主
催
の

「
つ
る
し
雛
学
習
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
制
作
す
る
作
品
等

○
9
月
26
日
（
水
）

　
ミ
ニ
チ
ュ
ア
着
物

○
10
月
24
日
（
水
）

　
着
物
を
着
て
い
る
ウ
サ
ギ

○
11
月
14
日
（
水
）

　
三
番
叟

※
各
学
習
会
は
、
い
ず
れ
も
午
前
10
時

か
ら
午
後
3
時
ま
で
の
間
に
作
品
を

完
成
さ
せ
ま
す
。

▼
場
所
　
八
田
家
書
院

▼
参
加
費
　
1
人
　
1
5
0
0
円
（
材

料
費
含
む
）

▼
持
ち
物

　
昼
食
・
裁
縫
用
具

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
八
田
家
書
院
管
理
室

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
6
1
1
1

　
第
一
美
術
協
会
会
員
の
洋
画
家
で
新

潟
県
立
大
学
教
授
の
戸
澗
幸
夫
先
生
の

絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

▼
期
間
　
9
月
12
日
（
水
）
〜
10
月
15
日

（
月
）

※
休
館
日
は
、
毎
週
火
曜
日
お
よ
び
9

月
17
日
（
月
）
・
22
日
（
土
）
、
10
月
8

日
（
月
）

▼
場
所
　
春
日
居
郷
土
館

▼
入
館
料

　
大
人
　
　
　
　
2
0
0
円

　
小
・
中
学
生
　
1
0
0
円

■
問
合
せ
先

・
春
日
居
郷
土
館

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
5
1
0
0

・
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
境
川
町
在
住
・
安
藤
彩
子
さ
ん
の
「
卵

殻
モ
ザ
イ
ク
画
」
の
展
示
と
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

○
展
示

　
9
月
22
日
（
土
）
〜
30
日
（
日
）

○
講
習
会

・
9
月
29
日
（
土
）

　
午
後
1
時
〜
3
時

・
9
月
30
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

▼
定
員
　
29
日
、
30
日
と
も
各
10
人

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費
　
1
5
0
0
円

※
入
館
料
は
無
料

▼
申
込
方
法
　
9
月
18
日
（
火
）
〜
9
月

24
日
（
月
）
の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
の
間
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
場
所
　
八
代
郷
土
館

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

▼
日
時
　
11
月
8
日
（
木
）

▼
場
所
　
ウ
ッ
ド
ス
ト
ッ
ク
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ

▼
競
技
方
法

　
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク

▼
順
位
決
定
　
ぺ
リ
ア
方
式

▼
参
加
費
　
5
0
0
円
（
プ
レ
ー
費
は

自
己
負
担
）

▼
プ
レ
ー
費
　
6
5
0
0
円
位
（
セ
ル

フ
食
事
付
き
）

▼
定
員
　
1
8
0
人
（
先
着
順
）

▼
申
込
期
限
　
10
月
15
日
（
月
）

▼
申
込
方
法
　
地
区
役
員
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
2
人
で
も
4
人
で
も
受

け
付
け
ま
す
。

▼
地
区
役
員

○
石
和
　
竹
村
孝

　
☎
0
9
0
（
2
6
5
5
）
3
3
1
1

○
御
坂
　
雨
宮
君
雄

　
☎
0
9
0
（
8
8
9
1
）
5
2
8
3

○
一
宮
　
吉
岡
政
樹

　
☎
0
9
0
（
3
2
4
2
）
3
2
7
5

○
八
代
　
北
嶋
恒
男

　
☎
0
9
0
（
3
5
2
5
）
3
4
4
6

○
境
川
　
斉
藤
智
雄

　
☎
0
9
0
（
4
7
4
7
）
8
3
6
5

○
春
日
居
　
窪
田
金
廣

　
☎
0
9
0
（
1
4
5
3
）
5
1
0
0

■
問
合
せ
先

　
市
ゴ
ル
フ
連
盟
事
務
局
　
竹
内

　
☎
0
9
0
（
3
2
4
3
）
8
6
7
1

そ
う

ひ
な

と
　
ま

ゆ
き
お

けし

渦文深鉢

みさかっぱ

ヤッホー

敷石住居跡出土状況
屏風　芥子

�　
ス
ポ
ッ
ト
ガ
イ
ド
・
エ
リ
ア
マ
ッ
プ

で
紹
介
し
た
遺
跡
を
訪
ね
る
シ
リ
ー
ズ

の
3
回
目
と
し
て
今
回
は
『
桂
野
遺
跡
』

を
取
り
上
げ
ま
す
。

　
桂
野
遺
跡
は
、
御
坂
町
上
黒
駒
地
域

の
桂
野
台
地
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
縄

文
時
代
中
期
（
約
５
５
０
０
年
前
〜

4
5
0
0
年
前
）
を
中
心
と
す
る
集
落

遺
跡
で
、
そ
の
範
囲
は
東
西
約
５
０
０

メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル

に
も
及
び
ま
す
。
甲
府
盆
地
東
側
に
は
、

釈
迦
堂
遺
跡
・
花
鳥
山
遺
跡
・
三
光
遺
跡
・

中
丸
遺
跡
な
ど
の
著
名
な
縄
文
時
代
の

遺
跡
が
あ
り
、
当
時
、
一
帯
に
縄
文
文

化
が
栄
え
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
桂
野
遺
跡
に
お
い
て
は
、
昭
和
28
年

の
農
道
工
事
の
際
に
多
く
の
縄
文
土
器

が
出
土
し
、
そ
れ
を
契
機
に
そ
の
後
も

数
度
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
9
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
発
掘
調
査

で
は
、
多
く
の
住
居
跡
・
墓
・
落
と
し

穴
な
ど
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
土
偶
が
出
土

　
出
土
し
た
土
器
の
表
面
に
は
、
だ
円

や
長
方
形
を
組
み
合
わ
せ
た
よ
う
な
幾

何
学
文
様
や
、
へ
び
な
ど
の
動
物
を
表

現
し
た
文
様
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
過
去
の
調
査
で
は
、
土
器
の
表
面

全
体
に
渦
巻
き
文
様
が
描
か
れ
て
い
る

通
称
「
渦
文
深
鉢
」
と
呼
ば
れ
る
土
器

も
出
土
し
ま
し
た
。

　
土
偶
は
、
県
で
確
認
さ
れ
て
い
る
約

２
６
０
０
点
の
土
偶
の
う
ち
約
１
１
０

点
が
桂
野
遺
跡
か
ら
出
土
し
て
い
ま
す
。

胴
部
で
ふ
た
つ
に
折
ら
れ
た
通
称
カ
ッ

パ
型
土
偶
（
愛
称
み
さ
か
っ
ぱ
）
、
同
じ

状
況
で
出
土
し
た
通
称
バ
ン
ザ
イ
土
偶
（
愛

称
ヤ
ッ
ホ
ー
）
な
ど
自
ら
立
つ
こ
と
が

で
き
る
立
像
土
偶
や
、
手
を
肩
に
お
い

た
ポ
ー
ズ
土
偶
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富

ん
だ
土
偶
が
出
土
し
ま
し
た
。
土
偶
は
、

縄
文
時
代
前
期
か
ら
晩
期
ま
で
つ
く
ら

れ
ま
し
た
が
、
県
で
は
、
縄
文
時
代
中

期
の
も
の
が
大
部
分
で
す
。
ま
た
、
大

多
数
の
土
偶
は
、
故
意
に
壊
さ
れ
た
状

況
で
出
土
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
出
土
し
た
土
偶
に
は
、

ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
読
者
の
皆
さ

ん
も
、
想
像
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

床
に
石
を
敷
い
た
住
居
跡

　
最
後
に
紹
介
す
る
の
は
敷
石
住
居
跡

で
す
。
敷
石
住
居
跡
は
、
縄
文
時
代
中

期
に
出
現
し
、
縄
文
時
代
後
期
（
約
４

５
０
０
年
前
〜
3
3
0
0
年
前
）
に
多

く
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
県
内
で
は
、

約
２
０
０
軒
の
敷
石
住
居
跡
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
縄
文
時
代
中

期
の
敷
石
住
居
跡
は
、
そ
れ
ほ
ど
多
く

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
桂
野
遺
跡

で
は
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
一
部
に
欠
損

し
て
い
る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
が
、
残

っ
て
い
る
部
分
だ
け
で
も
、
使
用
さ
れ

た
石
材
は
3
6
8
点
に
も
及
び
ま
す
。

最
も
大
き
な
石
は
、
1
5
0
キ
ロ
グ
ラ

ム
か
ら
2
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム
と
推
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
こ
こ
ま
で
、
桂
野
遺
跡
に
つ

い
て
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
桂

野
遺
跡
は
、
土
の
中
で
静
か
に
眠
っ
て

い
ま
す
。
な
お
、
出
土
し
た
土
器
な
ど
は
、

県
立
博
物
館
や
春
日
居
郷
土
館
に
展
示

さ
れ
、
縄
文
時
代
の
生
活
の
一
端
を
私

た
ち
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
遺
跡
を
紹
介
し
た
ス
ポ
ッ
ト

ガ
イ
ド
・
エ
リ
ア
マ
ッ
プ
は
各
支
所
や

市
立
図
書
館
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

か
も
ん
ふ
か
ば
ち



▼
対
象
　
初
心
者
（
小
学
生
以
上
）
　

▼
日
時
　
9
月
29
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
30
日
（
日
）
に
延
期

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
タ
ー
ゲ
ッ
ト

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
場
（
ス
ポ
ー
ツ
の
森

内
）

▼
講
師
　
山
梨
県
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド

ゴ
ル
フ
協
会
普
及
指
導
員

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
5
0
円

※
要
申
し
込
み
。

　
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
学

び
、
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
を
見
学
し
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
6
日
（
土
）

受
付
　
午
前
9
時
か
ら

開
催
　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
集
合
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
和
泉
智
哉
氏
（
鈴
健
興
業
　

統
括
本
部
長
）

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
　
歩
き
や
す
い
靴
、

筆
記
用
具

▼
申
込
受
付
　
9
月
6
日
（
木
）
午
前
9

時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
14
日
（
日
）

　
午
前
9
時
30
分
〜
4
時
※
荒
天
中
止

▼
場
所
　
森
林
公
園
金
川
の
森
「
ど
ん

ぐ
り
の
森
」

▼
内
容

○
体
験
コ
ー
ナ
ー
　
木
工
体
験
、
ホ
ー

ル
イ
ン
ワ
ン
ゲ
ー
ム
な
ど

○
販
売
コ
ー
ナ
ー
　
軽
食
、
野
菜
、
果

物
、
パ
ン
、
花
木
、
木
工
製
品
な
ど

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
衣
類
、
日
用

雑
貨
、
遊
休
品
、
手
工
芸
品
な
ど

○
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
　
似
顔
絵
研
究
会

に
よ
る
似
顔
絵
の
無
料
体
験

○
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
森
の
演
奏
会
）

・
午
前
10
時
30
分
か
ら

　
笛
吹
高
校
す
い
れ
き
太
鼓
部

・
正
午
か
ら

　
市
東
原
和
歌
囃
子
保
存
会

・
午
後
1
時
30
分
か
ら

　
県
警
察
音
楽
隊
・
カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊

▼
日
時
　
10
月
20
日
（
土
）

　
受
付
　
当
日
随
時

　
開
催
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
金
川
の
森
管
理
事
務
所

▼
講
師
　
柴
田
尚
氏
（
県
森
林
総
合
研

究
所
研
究
管
理
幹
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
最
近
、
近
隣
の
野
山
で
採

れ
た
キ
ノ
コ
、
筆
記
用
具

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

▼
日
時
　
10
月
27
日
（
土
）

受
付
　
午
後
1
時
か
ら

開
催
　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

※
雨
天
の
場
合
、
10
月
28
日
（
日
）
に
延

期
▼
場
所
　
金
川
の
森
　
ス
ポ
ー
ツ
の
森

内
第
2
駐
車
場

▼
講
師
　
小
幡
香
利
氏
（
ジ
ャ
パ
ン
ウ

ィ
ズ
ド
ッ
グ
公
認
ド
ッ
グ
ト
レ
ー
ナ

ー
）

▼
定
員
　
15
人
（
先
着
順
）

▼
愛
犬
数
　
1
人
1
匹
ま
で

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物
　
愛
犬
の
お
や
つ
、
水
な
ど

▼
申
込
受
付
　
9
月
27
日
（
木
）
午
前
9

時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
各
イ
ベ
ン
ト
は
、
電
話

ま
た
は
窓
口
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
申
し
込
み
は
、
本
人

ま
た
は
保
護
者
に
限
り
ま
す
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

森
林
公
園
金
川
の
森
管
理
事
務
所

�
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
2
8
0
5

㈱

　対象　おおむね15歳～39歳までの若年者（失業者、転職希望者、フリーター、学生等）
※生活・就労相談については年齢を問いません。
　日時　9月26日（水）午前10時～午後4時　　場所　八代総合会館
　内容　
○個別カウンセリング　専門カウンセラーによる就職相談（１人50分程度）
○職業適性診断　パソコンによる職業適性診断、専門職員による職業訓練相談
○職業紹介　ハローワーク職員による職業相談、求人情報の提供、職業紹介
○生活・就労相談　生活資金や住宅問題などの相談支援、情報提供
　申込方法　個別カウンセリングを希望される方のみ事前に電話または
　ファックスでお申し込みください。その他のサービスは申し込み不要です。

　若者の就職活動を応援する平成24年度「ジョブカフェ
やまなし」が市に出張します。参加は無料です。

■申込・問合せ先
　ジョブカフェやまなし
　☎�055(233)4510
　℻�055(233)4518

わ

か

ば

や

し

ぶどうの整枝剪定講習会
＝昨年、一宮町中尾

　
市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
甲
府
の
主
催
に

よ
り
、
市
商
工
会
の
協
力
を
得
て
開
催

す
る
「
笛
吹
市
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
の

参
加
企
業
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
29
日
（
木
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
募
集
企
業
　
市
内
に
本
社
・
支
店
ま

た
は
事
務
所
等
が
あ
る
企
業
25
社
（
予

定
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
対
象
求
職
者
　
来
春
新
規
学
卒
予
定

者
（
高
校
生
・
大
学
生
等
）
お
よ
び

一
般
求
職
者
（
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン
希
望

者
を
含
む
）

▼
申
込
開
始

　
9
月
10
日
（
月
）

か
ら

※
参
加
申
込
方
法

な
ど
、
詳
し
く
は
、

お

問

い

合

わ

せ

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
観
光
商
工
課
　
商
工
労
働
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内
の
近
代

和
風
建
築
物
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
明
治
時
代
か
ら
お
お
む
ね

昭
和
20
年
代
に
か
け
て
建
て
ら
れ
た
和

風
建
築
物
を
デ
ー
タ
化
し
、
将
来
的
に

登
録
文
化
財
な
ど
の
文
化
財
指
定
を
目

指
す
際
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　
明
治
時
代
か
ら
昭
和
20
年
代
に
建
て

ら
れ
た
和
風
住
宅
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

登
録
文
化
財
等
の
制
度
に
関
心
の
あ
る

方
は
、
9
月
15
日
ま
で
に
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
市
教
育
委
員
会
　
文
化
財
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
4
2

　
再
就
職
に
必
要
な
技
能
・
技
術
を
身

に
つ
け
た
い
方
を
対
象
に
募
集
し
ま
す
。

▼
コ
ー
ス
　
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
科
、
金
属
加
工
科
、
電
気
設
備

科
、
建
築
C
A
D
サ
ー
ビ
ス
科

○
訓
練
期
間
　
10
月
3
日
（
水
）
〜
平
成

25
年
3
月
29
日
（
金
）

○
受
講
料
　
4
0
0
0
円
〜
1
万
３
０

０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
・
科
に
よ
っ

て
異
な
る
）

○
申
込
方
法
　
9
月
5
日
（
水
）
ま
で
に

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
訓
練
場
所
・
問
合
せ
先

　
山
梨
職
業
訓
練
支
援
セ
ン
タ
ー

�
（
甲
府
市
中
小
河
原
町
4
0
3
│
1
）

　
☎
0
5
5
（
2
4
2
）
3
0
6
6

　
受
講
者
に
は
、
果
樹
栽
培
技
術
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
1
冊
に
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
で
農
業
技
術
の
習

得
に
意
欲
の
あ
る
方

▼
期
間
　
11
月
中
旬
か
ら
12
月
中
旬
に

か
け
て
11
日
間

※
詳
細
は
、
申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。

▼
内
容
　
桃
、
ぶ
ど
う
、
柿
、
ス
モ
モ

の
剪
定
（
果
樹
を
選
択
す
る
こ
と
も

可
能
で
す
）

▼
費
用
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
10
月
19
日
（
金
）

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
援
農
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
6
1
3
0

▼
開
催
時
期
　
11
月
〜
平
成
25
年
3
月

▼
場
所
　
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
市
役
所
春
日
居
支
所
隣
）

▼
内
容
・
定
員

①
パ
ソ
コ
ン
簿
記
入
門
コ
ー
ス
（
全
10

回
程
度
）
　
20
人

②
パ
ソ
コ
ン
簿
記
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ

ー
ス
（
全
6
回
程
度
）
　
30
人

※
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作
が
で
き

る
方
が
対
象
で
す
。

※
①
、
②
と
も
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、

受
講
年
数
の
少
な
い
方
を
優
先
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
受
講
料
　
①
3
2
0
0
円

　
②
7
0
0
円

▼
申
込
期
限
　
10
月
19
日
（
金
）

※
コ
ー
ス
内
容
、
申
込
方
法
な
ど
、
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
峡
東
農
務
事
務
所

　
峡
東
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

　
担
い
手
育
成
担
当

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
7
0
7



▼
対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
社
会
人

で
初
級
者
の
方

▼
日
時
　
9
月
21
日
（
金
）
〜
10
月
26
日

（
金
）
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
（
計
6
回
）

　
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

▼
場
所
　
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場
　
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
コ
ー
ト
・

照
明
代
、
ボ
ー
ル
代
等
）

▼
持
ち
物
　
ラ
ケ
ッ
ト
・
テ
ニ
ス
シ
ュ

ー
ズ
・
タ
オ
ル
な
ど

▼
申
込
開
始
　
9
月
10
日
（
月
）
か
ら

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
市
テ
ニ
ス
協
会

・
早
川

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
2
0
5
0

・
吉
岡

　
☎
0
5
5
3
（
2
6
）
2
7
5
7

　▼
日
時
　
9
月
10
日
（
月
）

　
午
後
1
時
〜
4
時
30
分

▼
場
所
　
甲
府
市
総
合
市
民
会
館
芸
術

ホ
ー
ル
（
甲
府
市
青
沼
3
│
5
│
44
）

▼
内
容

○
講
演
「
一
人
ひ
と
り
が
自
殺
予
防
の

主
役
」
講
師
　
高
橋
祥
友
氏

○
映
画
上
映
「
希
望
の
シ
グ
ナ
ル
」

　
自
殺
防
止
最
前
線
か
ら
の
提
言

■
問
合
せ
先
　
県
障
害
福
祉
課
　

　
☎
0
5
5
（
2
2
3
）
1
4
9
5

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い
者
（
た

だ
し
、
介
助
な
ど
が
必
要
な
方
は
、

介
助
で
き
る
方
が
ご
同
伴
く
だ
さ
い
）

▼
日
時

①
9
月
27
日
（
木
）

②
9
月
29
日
（
土
）

午
前
7
時
〜
午
後
6
時
頃
（
両
日
と

も
）

※
参
加
日
は
、
ど
ち
ら
か
希
望
す
る
日

を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
行
き
先
　
箱
根
十
国
峠
（
ケ
ー
ブ
ル

カ
ー
）
お
よ
び
箱
根
園
水
族
館

▼
定
員
　
両
日
と
も
同
伴
者
を
含
め
、

各
70
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
1
人
　
2
0
0
0
円
（
同

伴
者
も
同
じ
）

▼
申
込
期
間
　
9
月
3
日
（
月
）
〜
7
日

（
金
）
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
方
法
　
参
加
費
を
添
え
て
、
市

社
会
福
祉
協
議
会
本
所
・
各
地
域
事

務
所
、
ま
た
は
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ふ

え
ふ
き
」
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
事
前
に
見
学
施
設
の
減
免
申
請
を
行

う
た
め
、
申
し
込
み
の
際
に
は
障
害

者
手
帳
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
障
害
者
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ふ
え
ふ
き
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
1
7
7
7

　
市
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
輪
を
よ
り

広
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
交
流
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
27
日
（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時
30
分

▼
場
所

　
御
坂
福
祉
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

▼
内
容

○
交
流
・
情
報
・
相
談
の
ひ
ろ
ば

様
々
な
情
報
を
見
て
、
聞
い
て
、
相

談
○
出
店
の
ひ
ろ
ば

　
飲
食
、
福
祉
模
擬
店
な
ど

　○
申
込
期
限
　
9
月
14
日
（
金
）

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
つ
り
実
行
委
員
会

事
務
局
（
市
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

　甲府地方法務局および山梨県人権擁護委員連合会では、
高齢者や障がい者をめぐる様々な人権問題の解決を図る
ため、９月10日から16日までの１週間を強化週間として「高
齢者・障がい者の人権あんしん相談」を実施します。

　実施期間　９月10日（月）～16日（日）

　時間　午前８時30分～午後７時
　（土・日曜は午前10時～午後５時）

■相談先　甲府地方法務局・山梨県人権擁護委員連合会
　　　　　�☎�0570（003）110

　
現
在
お
持
ち
の
「
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
助
成
金
受
給
者
証
」
は
、
10
月

31
日
に
有
効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま
す
。

　
更
新
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、

現
在
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
必
ず

更
新
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
給
要
件
に
あ
た
る
障
が
い

○
身
体
障
害
者
手
帳
3
級
以
上

○
療
育
手
帳
A
判
定

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
2
級
以

上
○
国
民
年
金
法
に
基
づ
く
障
害
基
礎
年

金
1
・
2
級
の
受
給
者

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
対
象
児
童

▼
受
付
期
間
　
9
月
12
日
（
水
）
〜
10
月

9
日
（
火
）

▼
申
請
場
所
　
福
祉
総
務
課
（
石
和
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
ま
た
は
各
支

所
▼
持
ち
物

①
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
障

害
基
礎
年
金
証
書
・
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

証
書
の
う
ち
該
当
す
る
も
の
（
複
数

お
持
ち
の
方
は
な
る
べ
く
全
部
ご
持

参
く
だ
さ
い
）

②
健
康
保
険
証

③
印
鑑

※
平
成
24
年
1
月
1
日
に
市
内
に
住
所

を
有
し
な
か
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、

平
成
24
年
1
月
1
日
に
住
民
登
録
し

て
い
た
市
町
村
の
発
行
し
た
世
帯
全

員
分
の
所
得
課
税
証
明
（
所
得
状
況

確
認
の
た
め
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
受
給
要
件
に
あ
た
る
障
が
い
を
お
持

ち
の
方
で
、
現
在
は
所
得
制
限
に
よ

り
助
成
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
方
も
、

所
得
状
況
は
毎
年
変
わ
り
ま
す
の
で

確
認
の
上
、
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
福
祉
総
務
課
　
障
害
福
祉
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
1
2
7
1

〈
成
年
後
見
制
度
と
は
〉

　
認
知
症
、
精
神
障
が
い
、
知
的
障
が

い
な
ど
の
理
由
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
方
を
対
象
に
、
預
貯
金
と
財
産
の
管

理
や
日
常
生
活
で
の
様
々
な
契
約
な
ど

を
支
援
し
て
い
く
制
度
で
す
。

例
え
ば
、

○
認
知
症
の
お
ば
あ
さ
ん
を
悪
徳
訪
問

販
売
か
ら
守
り
た
い
。

○
知
的
障
が
い
を
持
つ
わ
が
子
の
た
め

に
、
私
た
ち
が
亡
く
な
っ
た
後
も
子

供
の
生
活
や
財
産
管
理
を
任
せ
た
い
。

○
ア
パ
ー
ト
経
営
を
し
て
い
る
父
が
突

然
の
病
に
倒
れ
入
院
し
て
し
ま
っ
た
。

父
の
代
わ
り
に
管
理
を
し
た
い
。

　
こ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
成
年
後
見

制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

〈
利
用
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い

の
で
す
か
〉

①
本
人
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
家
庭
裁

判
所
に
、
成
年
後
見
制
度
の
申
し
立

て
（
申
し
込
み
）
を
し
ま
す
。

問
…
誰
が
申
し
立
て
で
き
ま
す
か
。

答
…
本
人
・
配
偶
者
・
四
親
等
内
の
親

族
な
ど
が
申
し
立
て
で
き
ま
す
。

②
家
庭
裁
判
所
が
、
最
も
適
任
と
思
わ

れ
る
人
を
成
年
後
見
人
等
に
選
び
ま

す
。
事
情
に
応
じ
て
、
弁
護
士
・
司

法
書
士
・
行
政
書
士
・
社
会
福
祉
士

等
の
第
三
者
を
成
年
後
見
人
等
に
選

ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

③
成
年
後
見
人
等
に
対
す
る
報
酬
は
、

仕
事
の
内
容
な
ど
を
考
慮
し
、
家
庭

裁
判
所
が
決
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〈
ど
こ
に
相
談
を
す
れ
ば
良
い
で
す
か
〉

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

成
年
後
見
制
度
の
利
用
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
高
齢

者
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

よ
う
に
必
要
な
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
・
関

係
機
関
を
紹
介
す
る
な
ど
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
む
の
で
は
な
く
、

当
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
「
不

安
」
を
「
安
心
」
に
変
え
る
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
せ
先

○
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
石
和

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
7

○
地
区
の
相
談
窓
口
と
し
て

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
本
所
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

・
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
後
見
セ
ン
タ

ー
「
ふ
え
ふ
き
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
5
8
5
5

　
出
産
や
手
術
に
お
け
る
大
量
出
血
等

の
際
に
、
特
定
の
血
液
製
剤
を
投
与
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
C
型
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
に
、
給
付
金
を

支
給
す
る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
給
付

金
の
請
求
手
続
き
は
、
平
成
25
年
1
月

15
日
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
、
厚
生
労

働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
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lw

.g
o

.jp
/

s
e

is

a
k

u
n

its
u

ite
/

b
u

n
y

a
/

k
e

n
k

o
u

_
i

r
y

o
u

/
iy

a
k

u
h

in
/

fiv
w

a
k

a
i/

in
d

e
x

.h
tm

l

■
問
合
せ
先
　
厚
生
労
働
省
相
談
窓
口

　
☎
0
1
2
0
（
5
0
9
）
0
0
2

　
（
平
日
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
6
時
）



▼
対
象

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

▼
日
時

①
石
和
町
・
一
宮
町
に
お
住
ま
い
の
方

　
10
月
3
日
（
水
）

②
御
坂
町
・
八
代
町
・
境
川
町
・
春
日

居
町
・
芦
川
町
に
お
住
ま
い
の
方

　
10
月
4
日
（
木
）

①
・
②
と
も
に
　
午
前
7
時
〜
午
後
5

時
30
分
（
予
定
）

▼
行
き
先

神
奈
川
県
方
面
「
箱
根
関
所
資
料
館
」

「
わ
さ
び
の
郷
」
ほ
か
（
予
定
）

▼
定
員
　
　
各
2
0
0
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
2
0
0
0
円
（
昼
食
代
、

交
通
費
等
）

▼
受
付
期
間

　
9
月
11
日
（
火
）
〜
14
日
（
金
）
（
午
前

9
時
〜
午
後
5
時
）

▼
申
込
方
法

　
　
参
加
費
を
添
え
て
、
お
住
ま
い
の

市
社
会
福
祉
協
議
会
各
地
域
事
務
所

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

�
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
地
域
福
祉
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳

以
上
の
方
（
入
場
は
無
料
で
す
）

▼
内
容

○
第
1
部
　
歌
っ
て
実
践
！
介
護
予
防

（
ピ
ア
ノ
の
演
奏
と
と
も
に
、
脳
を

活
性
化
さ
せ
ま
す
）

・
講
師
　
松
井
紀
和
氏
　
日
本
臨
床
心

理
研
究
所
所
長

○
第
2
部
　
簡
単
体
操
（
椅
子
に
座
っ

た
体
操
な
ど
、
簡
単
な
体
操
を
行
い

ま
す
）

・
実
演
　
シ
ル
バ
ー
体
操
指
導
員

※
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

直
接
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
巡
回
バ
ス
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
（
バ
ス

の
希
望
の
方
は
、
申
し
込
み
が
必
要

で
す
）

※
講
演
会
で
の
歌
や
体
操
の
内
容
は
、

日
程
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。
何
度
出

席
し
て
も
楽
し
い
内
容
で
す
。

■
問
合
せ
先
�

高
齢
福
祉
課

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
1
9
0
2

▼
日
時
　
9
月
23
日
（
日
）

�
午
後
0
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

▼
講
師
　
西
川
京
子
氏
（
新
阿
武
山
ク

リ
ニ
ッ
ク
精
神
科
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
・
公
益
社
団
法
人
全
日
本
断
酒

連
盟
顧
問
）

○
演
題
『
向
き
合
お
う
家
族
』
〜
本
人

と
家
族
の
真
の
回
復
と
は
〜

※
入
場
無
料
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

■
問
合
せ
先

　
N
P
O
法
人
山
梨
県
断
酒
会
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
7
6
）
7
2
8
0

10月3日（水）

午前7時～

午後5時30分（予定）

10月4日（木）

午前7時～

午後5時30分（予定）

居住地

石和

一宮

御坂

八代

境川

春日居

芦川

　　　　　　申込先（各地域事務所）

石和町市部448（笛吹市ふれあいの家内）

御坂町栗合87（御坂福祉センター内）

八代町南917（市役所八代支所内）

春日居町寺本142―1（春日居福祉会館内）

芦川町鶯宿466―1（芦川ふれあいプラザ内）

日　程

9月13日（木）

9月25日（火）

10月2日（火）

10月15日（月）

10月16日（火）

10月23日（火）

10月30日（火）

時間

八代総合会館

スコレーセンター

境川総合会館

芦川ふるさと総合センター

御坂農村環境改善センター

日　時

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

（
午
後
1
時
開
場
）

春日居あぐり情報ステー
ション

いちのみや桃の里ふれあ
い文化館

場　　所

一宮町末木839―1
（一宮福祉センター内）

境川町藤垈2588
（坊ヶ峰ふれあいセンター内）

　
団
塊
の
世
代
を
は
じ
め
と
す
る
ベ
テ

ラ
ン
層
を
対
象
に
、
非
常
時
等
に
備
え

た
人
づ
く
り
と
地
域
福
祉
活
動
へ
の
参

画
を
目
的
と
す
る
講
座
で
す
。
自
身
の

生
き
が
い
づ
く
り
に
も
繋
げ
る
た
め
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
の
方
（
全
4
回
受
講
可
能
な
方
）

▼
日
時
　
9
月
21
日（
金
）、10
月
5
日（
金
）・

19
日
（
金
）
、
11
月
２
日
（
金
）

　
い
ず
れ
も
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
場
所
　
八
代
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

○
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
災
害
救
援
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
違
い
と
そ
の
心
構
え

○
地
域
で
で
き
る
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動

○
市
内
の
防
災
・
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
取
り
組
み

○
災
害
時
、
誰
一
人
見
逃
さ
な
い
た
め

の
取
り
組
み

▼
定
員
　
20
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
期
限
　
9
月
14
日
（
金
）

▼
申
込
方
法
　
受
講
希
望
者
は
、
氏
名
・

性
別
・
生
年
月
日
・
住
所
・
電
話
番

号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
地
域
福
祉
課
）

�
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
1
8
2

第
1
回
軽
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
キ
ッ
ト

　
誰
も
が
手
軽
に
楽
し
め
る
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
各
会
場
を
巡
っ
て
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
9
月
23
日
（
日
）
　
市
清
流
公
園

○
10
月
14
日
（
日
）

�
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ス
ポ
ー
ツ
公
園

○
10
月
27
日
（
土
）

　
芦
川
ふ
る
さ
と
総
合
セ
ン
タ
ー

○
11
月
17
日
（
土
）
　
御
坂
体
育
館

○
11
月
18
日
（
日
）

　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
館

○
12
月
2
日
（
日
）

・
晴
天
時
…
春
日
居
ス
ポ
ー
ツ
広
場

・
雨
天
時
…
春
日
居
小
学
校
体
育
館

○
1
月
19
日
（
土
）
　
境
川
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー

※
い
ず
れ
も
受
付
は
、
午
前
9
時
〜
9

時
30
分
。
終
了
は
、
午
前
11
時
30
分
。

▼
定
員
　
各
会
場
　
50
人

▼
申
込
期
限

　
各
会
場
開
催
5
日
前
ま
で

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

体
力
測
定
の
開
催

　
全
国
平
均
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
身
の
体
力
の
現
状
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
対
象
　
20
歳
以
上
の
健
康
な
方

▼
日
時

○
9
月
26
日
（
水
）
　
若
彦
路
ふ
れ
あ
い

ス
ポ
ー
ツ
館
体
育
館

・
受
付
　
午
後
6
時
30
分
〜
７
時

○
10
月
14
日
（
日
）
　
い
ち
の
み
や
桃
の

里
ス
ポ
ー
ツ
公
園
体
育
館

・
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
２
時

▼
内
容

○
全
年
代
共
通
　
握
力
・
上
体
起
こ
し
・

長
座
体
前
屈

○
20
歳
〜
64
歳
　
反
復
横
と
び
・
立
ち

幅
跳
び
・
20
M
シ
ャ
ト
ル
ラ
ン

○
65
歳
〜
79
歳
　
開
眼
片
足
立
ち
・
10

M
障
害
物
歩
行
・
6
分
間
歩
行

▼
申
込
期
限
　
各
会
場
開
催
5
日
前
ま

で
■
申
込
・
問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課
　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
8

　対象　次の全てに当てはまる方
○8月1日現在、市の住民基本台帳に登録されている方
○9月15日現在、満77・88・100歳以上の方
　支給年齢（生年月日）・支給額
○満77歳（昭和9年9月16日から昭和10年9月15日までに生まれた方）���3,000円
○満88歳（大正12年9月16日から大正13年9月15日までに生まれた方�）5,000円
○満100歳以上（大正2年3月31日以前に生まれた方）　　　　　　　　　�5万円
※満77・88歳の祝金は、対象となる方へ各地区民生委員を通して贈られます。満100

歳以上の長寿者には、市から直接贈られます。（祝金は、9月中にお届けします）

■問合せ先　高齢福祉課　高齢福祉担当　☎055(261)1902または各支所

　9月15日（土）から始まる「老人週間」に合
わせ、市より敬老祝金が贈呈されます。



　
ま
だ
上
手
に
お
し
ゃ
べ
り
で
き
な
い

赤
ち
ゃ
ん
と
、
手
話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
使
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す

る
育
児
法
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象

　
生
後
6
カ
月
〜
1
歳
6
カ
月
の
赤
ち

ゃ
ん
と
保
護
者
25
組

▼
日
時
　
9
月
19
日
（
水
）

　
受
付
　
午
前
10
時
15
分
か
ら

　
開
催
　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
45
分

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
講
師

　
菊
原
美
和
氏
（
N
P
O
法
人
日
本
ベ

ビ
ー
サ
イ
ン
協
会
　
認
定
講
師
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
持
ち
物

　
お
子
さ
ん
の
身
の
回
り
品
、
親
子
の

飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
い
ち
の
み
や
」

　
☎
0
5
5
3
（
4
7
）
1
3
4
5

　
オ
イ
ル
を
使
っ
た
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
で
す
。

▼
対
象
　
生
後
2
カ
月
〜
ハ
イ
ハ
イ
前

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

▼
日
時

　
9
月
6
日
（
木
）・
20
日
（
木
）・
27
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所
　
つ
ど
い
の
広
場
ゆ
う
ゆ
う
ゆ

う
（
石
和
町
市
部
4
4
8
）

▼
講
師

　
N
P
O
法
人
国
際
ボ
ン
デ
ィ
ン
グ
協

会
認
定
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

▼
定
員
　
10
組

※
最
小
遂
行
組
数
　
3
組

▼
参
加
費

　
3
回
コ
ー
ス
で
3
0
0
0
円
（
心
理

学
の
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
付
音
楽
C
D
と

オ
イ
ル
1
本
付
き
）

▼
持
ち
物

　
普
段
使
っ
て
い
る
バ
ス
タ
オ
ル
・
フ

ェ
イ
ス
タ
オ
ル
・
お
子
さ
ん
の
身
の

回
り
品
と
飲
み
物

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
N
P
O
法
人

　H
a

p
p

y
�

S
p

a
c

e
�

ゆ
う
ゆ
う
ゆ
う

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
0
2
1
8

【作り方】
①野菜は一口大に切っておく。にんにくは、うす切りにする。
②深めのフライパンにサラダ油とにんにくのうす切りを入れ

て火にかけ、透明になったら取り出し、豚肉を炒める。次に
モロヘイヤ以外の野菜を炒め、水を入れて、かぼちゃがやわ
らかくなるまで煮る。

③調味料で味を調え、仕上げにモロヘイヤを入れ、少し煮て、
出来上がり。

■問合せ先　健康づくり課��健康企画担当�☎�055（261）1901

材　料（4人分）
ゴーヤ�………………�1/２本
坊ちゃんかぼちゃ�…�1個
いんげん�……………�10本
なす�…………………�大1本
玉ねぎ�………………�1個
トマト�………………�1個
枝豆�…………………�２０粒
モロヘイヤ�…………�少々
にんにく�……………�１かけ

オクラ�………………�8本
豚肉�…………………�１６０ｇ

【調味料】
ナンプラー�…�大さじ１
塩�……………�小さじ１
こしょう�……�少々
だしの素�……�少々
味の素�………�少々
油�……………�大さじ２
水�……………�８００ml

食事バランスガイドで副菜１
つとは野菜のお浸し小鉢１杯く

らいです。主菜は卵１個の料理が
「１つ」、魚料理１人前は「２つ」く
らい、肉料理１人前は「３つ」くらい

です。副菜は５～６つ・主菜は３～５
つが、１日の目安量です。（身体活動量

の低い男性・ふつう以上の女性）

主菜１つ

副菜２つ

▼
日
時

　
10
月
6
日
（
土
）

受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
50
分

開
催
　
午
後
1
時
50
分
〜
3
時
40
分
�

　
　
　
（
予
定
）

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館

▼
講
師
　
星
ち
え
子
先
生

　
（
市
婚
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
主
宰
）

▼
定
員
　
3
0
0
人

※
P
T
A
対
象
の
研
修
会
で
す
が
、
一

般
の
方
の
参
加
も
可

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法

　
　
9
月
10
日
（
月
）
か
ら
、
P
T
A
会

員
は
所
属
の
学
校
に
、
一
般
の
方
は

境
川
小
学
校
教
頭
に
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

市
P
T
A
連
合
会
調
査
研
究
部
事
務

局
　
境
川
小
学
校
　
教
頭

　
☎
0
5
5
（
2
6
6
）
2
0
0
6

　
「
子
守
歌
の
謎
」
に
つ
い
て
西
舘
好

子
さ
ん
（
N
P
O
法
人
日
本
子
守
唄
協

会
理
事
長
）
が
講
演
し
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
31
日
（
水
）

　
午
後
7
時
か
ら

▼
場
所
　
い
ち
の
み
や
桃
の
里
ふ
れ
あ

い
文
化
館
多
目
的
ホ
ー
ル

▼
参
加
費
　
無
料
　
　

▼
申
込
期
限
　
10
月
10
日
（
水
）

▼
申
込
方
法
　
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
に
つ
い
て
参
加
者
全
員
分

（
4
人
ま
で
申
し
込
み
で
き
ま
す
）
を

明
記
の
上
、
は
が
き
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
い
ず
れ
か
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
受
付
後
に
代
表

者
の
方
に
入
場
券
を
送
付
し
ま
す
。

▼
申
込
先

○
は
が
き

　
笛
吹
市
一
宮
町
国
分
8
0
6
│
2
�

西
舘
好
子
講
演
会
宛

○
℻
0
5
5
3
（
4
7
）
３
１
７
２

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　h

ttp
:/

/
w

w
w

5
.

p
la

la
.o

r
.jp

/
fu

r
e

a
i/

▼
後
援
　
市
・
市
教
育
委
員
会
ほ
か

▼
主
催
　
N
P
O
笛
吹
市
親
子
ふ
れ
あ

い
広
場

■
問
合
せ
先
　
西
舘
好
子
講
演
会

　
☎
0
8
0
（
4
0
0
7
）
7
8
0
0

　
簡
単
な
ゲ
ー
ム
や
宝
ひ
ろ
い
な
ど
楽

し
い
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
10
月
2
日
（
火
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
所
　
八
代
総
合
会
館
　
多
目
的
ホ

ー
ル

▼
定
員
　
20
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
や
つ
し
ろ
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
5
）
5
2
5
2

▼
対
象
　
市
内
在
住
の
1
歳
以
上
2
歳

未
満
の
未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
10
月
11
日
・
25
日
、
11
月
8
日
・

15
日
・
29
日
、
12
月
6
日
・
12
日（
水
）、

1
月
24
日
・
31
日
、
2
月
7
日
・
14

日
・
28
日
、
3
月
7
日
（
一
部
除
き
、

い
ず
れ
も
木
曜
日
・
全
13
回
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

▼
場
所
　
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
親
子
遊
び
・
昔
話
遊
び
・
読

み
聞
か
せ
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
（
12
月

12
日
）
・
季
節
の
工
作
な
ど

▼
定
員
　
25
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
対
象

　
市
内
在
住
の
2
歳
以
上
4
歳
未
満
の

未
就
学
児
親
子

▼
日
時
　
10
月
10
日
・
24
日
、
11
月
7
日
・

14
日
・
28
日
、
12
月
5
日
・
12
日
、
1
月

23
日
・
30
日
、
2
月
6
日
・
13
日
・
27
日
、

3
月
6
日
（
い
ず
れ
も
水
曜
日
・
全

13
回
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
10
分

▼
場
所
　
御
坂
児
童
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
　
体
遊
び
・
昔
話
遊
び
・
読
み

聞
か
せ
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
季
節
の

工
作
な
ど

▼
定
員
　
35
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
　
無
料

▼
申
込
方
法
　「
ひ
め
り
ん
ご
の
じ
か
ん
」

「
り
ん
ご
の
じ
か
ん
」
と
も
に
9
月

6
日
受
付
開
始
。
電
話
予
約
は
で
き

ま
せ
ん
。
必
ず
来
館
し
て
必
要
事
項

を
申
込
用
紙
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
き
っ
ず
み
さ
か
」

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
8
6
8
8



　
平
成
25
年
4
月
か
ら
お
子
さ
ん
を
保

育
所
（
園
）
へ
新
規
･
継
続
入
所
を
希
望

さ
れ
る
方
に
申
込
書
の
配
布
を
行
い
ま

す
。

▼
入
所
要
件
（
両
方
に
当
て
は
ま
る
方
）

○
市
内
に
住
所
が
あ
る
方

○
児
童
福
祉
法
に
よ
り
、
保
護
者
の
就

労
や
出
産
･
病
気
･
病
人
の
看
護
（
同

居
家
族
）
等
な
ど
で
家
庭
で
保
育
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
児
童
（
無
条

件
に
入
所
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

�▼
入
所
の
基
準

　
保
育
所
に
入
所
で
き
る
児
童
は
、

そ
の
家
族
が
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま

る
場
合
で
す
。
家
庭
で
保
護
者
以
外

の
方
（
65
歳
未
満
の
祖
父
母
等
）
が
、

就
労
し
て
い
な
く
て
保
育
で
き
る
場

合
は
、
保
育
所
に
入
所
で
き
ま
せ
ん
。

○
保
護
者
が
居
宅
外
労
働
の
場
合

○
保
護
者
が
居
宅
内
労
働
の
場
合

○
母
親
が
出
産
の
場
合
（
産
前
2
カ
月
、

産
後
3
カ
月
で
出
産
月
を
含
め
て
6

カ
月
）

○
保
護
者
が
病
気
等
の
場
合

○
家
庭
に
病
人
等
が
い
て
介
護
･
看
護

が
必
要
な
場
合

○
家
庭
が
災
害
に
あ
っ
た
場
合

○
仕
事
を
す
る
た
め
求
職
中
で
あ
る
場

合
（
就
職
活
動
期
間
と
し
て
3
カ
月
）

○
そ
の
他
市
長
が
認
め
る
各
号
に
類
す

る
状
態
に
あ
る
場
合

新
規
入
所
申
込
書
の
配
布

▼
期
間
　
9
月
26
日
（
水
）
〜
28
日
（
金
）

▼
配
布
場
所
・
時
間

○
保
育
課
お
よ
び
各
支
所

○
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

※
申
込
書
は
児
童
1
人
に
つ
き
1
枚
必

要
で
す
。

※
現
在
育
児
休
業
中
で
、
平
成
25
年
度

途
中
で
職
場
復
帰
す
る
場
合
も
申
し

込
め
ま
す
が
、
勤
務
先
で
発
行
す
る

育
児
休
業
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
希
望
保
育
所
（
園
）
の
市
内
外
は
問
い

ま
せ
ん
。

継
続
入
所
申
込
書
の
配
布

▼
期
間
　
9
月
26
日
（
水
）
〜
28
日
（
金
）

▼
配
布
方
法

○
市
内
の
保
育
所
（
園
）
に
通
っ
て
い
る

場
合
は
、
各
保
育
所
（
園
）
を
通
じ
て

配
布

○
市
外
の
保
育
所
（
園
）
に
通
っ
て
い
る

場
合
は
、
保
育
課
か
ら
郵
送

※
現
在
の
通
園
先
と
異
な
る
保
育
所
（
園
）

へ
の
転
園
希
望
は
新
規
入
所
の
扱
い

に
な
り
ま
す
。

新
規
・
継
続
入
所
申
込
書
受
付
期
間

　
10
月
18
日
（
木
）
〜
11
月
８
日
（
木
）

※
詳
細
は
、
入
所
申
込
書
に
同
封
の
案

内
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

　市の子育て応援団になってください。資格等は

必要ありません。

　日程・内容

○1日目　10月4日(木)・13日(土)

・親子の関係

・子どもの病気と世話

・ファミサポガイダンス

○2日目

　10月18日(木)・20日(土)

・最近の子育て事情

・子どもの心の発達

・ファミサポ体験談

　場所

○スコレーパリオ（13日・20日）

○春日居コミュニティーセンター（4日・18日）

■申込・問合せ先
・児童課
　☎�055(261)1904
・市ファミリー・サポート・センター
　☎�055(263)2188

公

公

公

公

公

私

公

公

公

公

私

私

私

私

私

私

公

公

私

私

私

公

公

公

立 施設名

石和第一保育所

石和第二保育所

石和第三保育所�指定管理

石和第四保育所

石和第五保育所�指定管理

わかば保育園

御坂東保育所

御坂西保育所

御坂北保育所

御坂葵保育所

英保育園

木の花保育園

一宮保育園

都保育園

相興保育園

あさま保育園

八代花鳥保育所

八代御所保育所�指定管理

博愛保育園

八代保育園

境川保育園

かすがい西保育所

かすがい東保育所�指定管理

芦川へき地保育所

所在地

石和町八田249

石和町四日市場2210

石和町中川330

石和町小石和1

石和町松本135-1

石和町小石和601

御坂町下黒駒2122

御坂町夏目原870

御坂町金川原380

御坂町大野寺667

御坂町成田692

一宮町一ノ宮964-1

一宮町東原410

一宮町本都塚82-1

一宮町中尾949

一宮町金沢227-36

八代町竹居2127

八代町米倉37

八代町北1762

八代町南931

境川町小黒坂1640-1

春日居町熊野堂243-3

春日居町加茂311

芦川町上芦川133-2

電話番号

055-262-2870

055-262-2668

055-262-2061

055-262-3313

055-262-2431

055-262-5737

055-264-2426

055-262-5842

055-263-0556

055-262-3208

055-263-1280

0553-47-0901

0553-47-2548

0553-47-0415

0553-47-0623

0553-47-0099

055-265-2520

055-265-3475

055-265-2047

055-265-2205

055-266-4132

0553-26-2359

0553-26-3283

055-298-2500

入所可能年齢

満2カ月～就学前まで

満3カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満3カ月～就学前まで

満3カ月～就学前まで

満6カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満3カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満2カ月～就学前まで

満２歳～就学前まで

開所時間(平日)
延長保育時間含む

7:15～19:15

7:30～18:00

7:30～19:00

7:30～18:00

7:00～19:00

7:30～19:00

7:50～18:30

7:40～18:30

7:15～19:00

7:30～19:00

8:00～18:00

7:30～18:00

7:30～18:30

7:30～19:00

7:15～19:15

7:15～19:15

7:30～19:00

8:30～16:30

7:00～19:00

開所時間(土曜日)
延長保育時間含む

7:30～13:00

7:30～13:00

7:30～13:00

7:30～13:00

7:00～13:00

7:30～13:00

7:50～13:00

7:40～13:00

7:30～13:00

7:30～11:30

8:00～13:00

7:30～13:00

7:30～13:00

7:30～13:00

7:15～13:00

7:15～13:45

7:30～13:00

8:30～12:00

7:00～13:00

10月4日（木）

スコレーセンター

受付時間

午後０時50分～１時10分

午後１時10分～１時35分

午後１時35分～１時55分

午後１時55分～２時10分

午後２時10分～２時20分

受付時間

午後０時50分～１時20分

午後１時20分～１時30分

午後１時30分～１時35分

午後１時35分～２時 5分

午後２時 5分～２時20分

実施校

石和南小学校入学予定児童

石和東小学校入学予定児童

石和北小学校入学予定児童

富士見小学校入学予定児童

実施校

御坂西小学校入学予定児童

御坂東小学校入学予定児童

芦川小学校入学予定児童

八代小学校入学予定児童

境川小学校入学予定児童

10月18日（木）

スコレーセンター

実施校

石和西小学校入学予定児童

春日居小学校入学予定児童

一宮西小学校入学予定児童

一宮南小学校入学予定児童

一宮北小学校入学予定児童

11月8日（木）

スコレーセンター

　
平
成
25
年
4
月
に
小
学
校
へ
就
学
す

る
児
童
（
平
成
18
年
4
月
2
日
生
〜
平

成
19
年
4
月
1
日
生
）
の
健
康
診
断
を

行
い
ま
す
。

　
な
お
、
保
護
者
に
は
後
日
、
案
内
と

健
康
診
断
票
を
お
送
り
し
ま
す
が
、
9

月
14
日
頃
ま
で
に
届
か
な
い
時
や
内
容

等
に
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　

　
学
校
教
育
課
　
学
務
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
3
3
3
7

実施日

実施場所

実施日

実施場所

実施日

実施場所

受付時間

午後０時50分～１時10分

午後１時10分～１時25分

午後１時25分～１時45分

午後１時45分～２時10分

■問合せ先　保育課　☎�055（261）3355



　
農
地
法
に
よ
り
、
農
地
の
権
利
を
相

続
等
に
よ
っ
て
取
得
し
た
と
き
は
、
農

地
の
あ
る
市
町
村
の
農
業
委
員
会
に
そ

の
旨
の
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

▼
届
け
出
が
必
要
な
方
　
農
地
法
の
許

可
を
要
さ
ず
に
次
の
理
由
で
農
地
の

権
利
を
取
得
し
た
方
は
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。

○
相
続
（
遺
産
分
割
･
包
括
遺
贈
を
含

む
）

○
法
人
の
合
併
･
分
割

○
時
効
な
ど

※
届
け
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
虚
偽
の

届
け
出
を
し
た
場
合
に
は
、
罰
則
の

規
程
が
あ
り
ま
す
。

※
「
届
出
書
」
の
入
手
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
の
規

定
に
よ
り
農
地
の
農
業
上
の
利
用
の
増

進
を
図
る
た
め
、
毎
年
、
農
地
の
利
用

状
況
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
各
農
業
委
員
が
11
月
ご
ろ

ま
で
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
に
あ

た
り
農
地
内
に
立
ち
入
ら
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
農
地
に
つ
い
て
所
有
権
等
の
権
利

を
有
す
る
者
は
、
そ
の
農
地
の
農
業
上

の
適
正
か
つ
効
率
的
な
利
用
を
確
保
す

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
利

用
状
況
調
査
の
結
果
に
よ
り
遊
休
農
地

等
の
所
有
者
に
対
し
て
は
、
農
業
委
員

会
よ
り
指
導
・
勧
告
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
農
地
の
所
有
者
の
方
は
、
農
地
の
適

正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。
ご
自
身

で
管
理
で
き
な
い
場
合
は
、
農
業
委
員

会
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
平
成
24
年
4
月
以
降
、
新
た
に
森
林

の
土
地
所
有
者
と
な
っ
た
方
（
売
買
・

相
続
・
贈
与
等
）
は
市
町
村
長
へ
の
事

後
届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

※
面
積
の
基
準
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

面
積
が
小
さ
く
て

も
届
け
出
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

▼
届
出
期
間
　
土
地

の
所
有
者
と
な
っ

た
日
か
ら
90
日
以

内
に
、
取
得
し
た

土
地
が
あ
る
市
町

村
長
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
農
林
振
興
課
　
農
林
経
営
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
が
届

い
た
方
で
、
確
認
や
記
入
の
仕
方
が
分

か
ら
な
い
方
や
内
容
に
疑
問
の
あ
る
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」
の
相
談
も
引

き
続
き
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
9
月
19
日
（
水
）
　
境
川
支
所

○
10
月
17
日
（
水
）
�

御
坂
支
所

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
〜
正
午
、

午
後
1
時
〜
4
時

▼
持
ち
物
　
ね
ん
き
ん
定
期
便
・
年
金

手
帳
（
そ
の
他
、
参
考
に
な
り
そ
う

な
物
）
な
ど

■
問
合
せ
先

・
国
民
健
康
保
険
課
　
高
齢
者
医
療
・

年
金
担
当

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

・
甲
府
年
金
事
務
所

　
☎
0
5
5
（
2
5
2
）
1
4
3
1

　風しんが例年になく流行っています。特に妊婦が風しん

に罹ると胎児へ影響することがあると言われています。

　妊婦への感染を防ぐために、夫をはじめ予防接種を受け

ていない同居家族の方は、任意で予防接種を受けましょう。

　現在、妊娠中で抗体のない方は、出産後、医師に相談し

ましょう。

■問合せ先　健康づくり課　母子保健担当

　☎�055（261）1901

は��や

かか

　
9
月
の
「
下
水
道
の
日
」

の
行
事
の
一
環
と
し
て

第
27
回
下
水
道
ま
つ
り
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
9
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

※
雨
天
決
行
。
雨
天
時
に
は
、
一
部
の

催
し
物
が
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
場
所
　
桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー
（
大
月

市
梁
川
町
塩
瀬
8
0
0
番
地
）

※
駐
車
場
あ
り

▼
内
容

○
下
水
道
施
設
見
学
会
、
下
水
道
教
室
、

下
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー

○
ミ
ニ
下
水
道
展
（
下
水
道
リ
サ
イ
ク

ル
製
品
等
の
展
示
）
、
水
質
実
験

○
フ
ワ
フ
ワ
、
マ
イ
エ
コ
バ
ッ
ク
作
り

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト

○
お
た
の
し
み
抽
選
会
、
来
場
記
念
品

プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど

■
問
合
せ
先
　
桂
川
清
流
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
4
（
2
6
）
3
4
0
1

▼
日
程

○
講
習
会
　
11
月
15
日
（
木
）

○
試
　
験
　
11
月
25
日
（
日
）

▼
場
所
　
県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）
（
甲
府
市

朝
気
1
丁
目
2
番
2
号
）
講
習
会
・

試
験
と
も

▼
申
込
期
間
　
10
月
1
日
（
月
）
〜
22
日

（
月
）

▼
申
込
方
法
　
（
公
財
）
山
梨
県
下
水
道

公
社
（
石
和
町
東
油
川
4
1
7
）
に
申

込
用
紙
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
下
水
道
課
や

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
備
え
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先

　
（
公
財
）
山
梨
県
下
水
道
公
社
事
務
局

　
☎
0
5
5
（
2
6
3
）
2
7
3
8

▼
日
時
　
9
月
23
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

※
相
談
時
間
は
一
人
40
分
程
度

▼
場
所
　
甲
府
市
丸
の
内
1
│
1
│
18

　
甲
府
合
同
庁
舎

▼
相
談
員
　
法
務
局
職
員
、
公
証
人
、

司
法
書
士
、
土
地
家
屋
調
査
士
、
人

権
擁
護
委
員

▼
内
容
　
土
地
・
建
物
・
会
社
・
法
人

等
の
登
記
・
隣
地
と
の
筆
界
・
い
じ

め
・
虐
待
な
ど
の
人
権
問
題
・
地
代
・

家
賃
の
供
託
・
婚
姻
・
離
婚
な
ど
戸

籍
に
関
す
る
こ
と
・
成
年
後
見
制
度
・

遺
言
等
公
正
証
書
作
成
な
ど

※
要
予
約
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

▼
日
時
・
内
容
　
9
月
23
日
（
日
）

○
相
続
に
つ
い
て

　
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

○
任
意
後
見
制
度
に
つ
い
て

　
午
後
1
時
30
分
〜
2
時
30
分

▼
場
所
　
甲
府
市
丸
の
内
1
│
1
│
18

　
甲
府
合
同
庁
舎

▼
講
師
　
法
務
局
職
員

▼
定
員
　
各
講
座
30
人

※
要
予
約
、
聴
講
無
料

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
甲
府
地
方
法
務
局
総
務
課

☎
0
5
5
（
2
5
2
）
7
1
5
3
・

7
1
5
1

　
調
停
制
度
は
、
市
民
の
良
識
を
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
柔
軟
に
費
用
も
少
な
く

紛
争
を
解
決
す
る
手
続
き
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
調
停
協
会
連
合
会
は
調
停
制
度

を
よ
り
広
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
10
月
6
日
（
土
）

受
付
　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

開
催
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▼
場
所
　
岡
島
百
貨
店
　
8
階

▼
相
談
担
当
　
山
梨
調
停
協
会
甲
府
支

部
　
民
事
・
家
事
調
停
委
員
（
弁
護

士
を
含
む
）

▼
内
容
　
交
通
事
故
損
害
賠
償
関
係
、

土
地
・
建
物
の
問
題
、
貸
金
・
売
買

代
金
・
手
形
関
係
、
消
費
者
金
融
の

返
済
の
問
題
、
相
続
の
問
題
、
夫
婦
・

家
庭
内
の
紛
争
な
ど

※
内
容
に
よ
っ
て
は
、
調
停
の
申
し
立

て
な
ど
の
手
続
き
を
紹
介
し
ま
す
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
甲
府
地
方
裁
判
所
事
務

局
　
総
務
課
　
庶
務
係
　

　
☎
0
5
5
（
2
3
5
）
1
1
3
3

▼
日
時
　
9
月
29
日
（
土
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
山
梨
市
民
会
館
3
階
B
会
議

室
（
学
習
室
）（
山
梨
市
万
力
公
園
内
）

▼
内
容
　
各
種
登
記
・
成
年
後
見
人
な
ど

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
山
梨
県
司
法
書
士
会
峡

東
支
部
　
丸
山

　
☎
0
5
5
3
（
2
2
）
5
5
9
9



　
ひ
と
り
で
悩
ん

で
い
ま
せ
ん
か
？

ま
ず
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
秘
密

は
守
り
ま
す
。

　
県
警
察
で
は
、

各
警
察
署
お
よ
び
県
警
察
総
合
相
談
室

で
、
犯
罪
等
に
よ
る
被
害
防
止
、
安
全

と
平
穏
・
不
安
な
こ
と
・
相
談
先
が
分

か
ら
な
い
な
ど
、
身
近
な
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

▼
県
警
察
総
合
相
談
室
へ
の
相
談
（
平

日
　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
）

☎
#
9
1
1
0
（
携
帯
電
話
、
プ
ッ

シ
ュ
ホ
ン
回
線
か
ら
）

☎
0
5
5
（
2
3
3
）
9
1
1
0
（
ダ

イ
ヤ
ル
式
電
話
か
ら
）

▼
緊
急
で
な
い
相
談

�
☎
#
9
1
1
0

▼
事
件
事
故
な
ど

�
緊
急
の
場
合
　
☎
1
1
0

　
管
轄
を
問
わ
ず
、
ど
こ
の
警
察
署
・

駐
在
所
・
交
番
で
も
相
談
は
受
け
付
け

ま
す
。

■
問
合
せ
先
　
笛
吹
警
察
署

�
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
0
1
1
0

　
結
婚
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

○
9
月
7
日
（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

　
春
日
居
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
�
�
�
�
�
�
�

○
9
月
23
日
（
日
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

　
午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

春
日
居
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
両
日
と
も
に
受
付
は
午
後
4
時
ま
で
）

※
初
回
の
相
談
に
は
、
予
約
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

※
継
続
し
た
相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、

結
婚
相
談
所
へ
の
登
録
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
登
録
に
は
印
鑑
・
Ｌ
版
写

真
2
枚
・
独
身
証
明
書
・
身
分
証
明

書
の
写
し
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
他
市
町
主
催
の
出
会
い
パ
ー
テ
ィ
ー

情
報
を
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支

援
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

・
市
民
活
動
・
地
域
づ
く
り
支
援
サ
イ

ト
『
よ
っ
ち
ゃ
ば
る
ネ
ッ
ト
』

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c
ity

.jp
/

fu
e

fu
k

i/

・
携
帯
サ
イ
ト

h
ttp

s
:/

/
o

p
e

n
c

ity
.jp

/
fu

e
fu

k
i

/
m

o
b

ile
/

m
o

b
ile

.js
p

※
市
結
婚
相
談
員
は
、
電
話
で
相
談
所

登
録
者
以
外
の
方
に
結
婚
適
齢
者
の

情
報
を
聞
き
だ
す
こ
と
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
市
結
婚
相
談

員
を
装
う
電
話
が
あ
っ
て
も
、
情
報

を
提
供
し
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
市
民
活
動
支
援
課

　
市
民
活
動
支
援
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
金
融
な
ど
複

数
の
金
融
業
者
か
ら
の
借
金
で
悩
ん
で

い
る
方
は
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
9
月
19
日
（
水
）

　
受
付
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所
　
ス
コ
レ
ー
パ
リ
オ
　
2
階

　
実
習
室

▼
相
談
時
間
　
1
人
　
30
分
以
内

▼
相
談
員
　
網
倉
義
久
氏
（
司
法
書
士
）

▼
持
ち
物
　
借
入
先
や
借
入
金
額
、
収

入
等
が
分
か
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

※
予
約
不
要
、
秘
密
は
守
り
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
10
月
1
日
よ
り
改
正
山
梨
県
屋
外
広

告
物
条
例
が
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
条
例
で
は
屋
外
広
告
物
の
表
示
ま
た

は
設
置
等
に
関
す
る
手
続
き
や
基
準
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
改
正
の
内
容
は
、
許
可
期
間
が

こ
れ
ま
で
よ
り
長
く
で
き
る
よ
う
に
な

る
等
の
手
続
き
の
緩
和
や
、
表
示
ま
た

は
設
置
で
き
る
大
き
さ
・
場
所
を
明
確

に
し
た
基
準
の
追
加
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
「
山
梨
県
　
屋
外
広
告
物

に
関
す
る
こ
と
」
で
検
索
し
て
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
先
　
峡
東
建
設
事
務
所
�

都

市
計
画
・
建
築
課
�

都
市
計
画
担
当

　
☎
0
5
5
3
（
2
0
）
2
8
0
6

　
総
務
省
統
計
局
（
山
梨
県
・
笛
吹
市
）

で
は
、
10
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
就

業
構
造
基
本
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
に
お
け
る
就

業
・
不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、

全
国
お
よ
び
地
域
別
の
就
業
構
造
に
関

す
る
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
統
計

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　
経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

潤
工
社
㈱
山
梨
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
　
様
　
　
（
境
川
町
石
橋
）

【
ジ
ャ
ン
パ
ー
　
2
7
3
枚
】

J
A
フ
ル
ー
ツ
山
梨
　
様

（
甲
州
市
塩
山
上
塩
後
）

【
J
A
教
育
誌
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
�

　
　
　
　
　
　

　　
9
月
21
日
（
金
）
〜
30
日
（
日
）
ま
で
「
子

ど
も
と
交
通
事
故
防
止
」
を
運
動
の
基

本
と
し
て
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
市
内
交
通
関
係
団
体
に

よ
る
朝
の
登
校
指
導
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
着
用
お
よ
び
交
通
事
故
防
止
の
啓
発

活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
「
思
い
や
り
・
ゆ
ず
り
合
い
の
心
」

を
持
ち
、
家
族
・
地
域
・
職
場
か
ら
交

通
事
故
の
犠
牲
者
を
出
さ
な
い
よ
う
、

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
を
実
践
し
、
交
通

事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
先

　
市
民
活
動
支
援
課
　
市
民
生
活
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1

▼
手
帳
の
規
格
等

○
サ
イ
ズ
　
82
㎜
×
1
4
5
㎜

○
表
紙
　
ワ
イ
ン
色
の
レ
ザ
ー
調

○
内
容
　
・
日
記
・
郷
土
編
「
郷
土
自

慢
」
な
ど
・
統
計
編
「
山
梨
県
主
要

指
標
」
な
ど
・
名
簿
編
「
各
種
議
員

等
名
簿
」
・
生
活
編
「
暮
ら
し
の
相

談
窓
口
」
な
ど

▼
販
売
価
格
等
　
○
価
格
　
5
0
0
円

○
別
売
　
住
所
録
（
県
民
手
帳
差
込
み

用
）
80
円

○
名
入
れ
　
20
冊
よ
り
実
費
で
受
け
付

け
ま
す
。

▼
申
込
期
限
　
9
月
28
日
（
金
）

配
布
時
期
は
11
月
中
旬
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
（
代
金
引
き
換
え
）

▼
申
込
方
法
　
市
役
所
経
営
企
画
課
ま

た
は
各
支
所
に
備
付
け
の
「
注
文
書
」

に
記
入
い
た
だ
く
か
、
任
意
の
用
紙

に
、
「
2
0
1
3
県
民
手
帳
注
文
書
」

と
明
記
し
、
県
民
手
帳
・
住
所
録
の

希
望
冊
数
お
よ
び
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
い
た
だ
き
、
持
参
、

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
の
い
ず
れ
か
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
〒
4
0
6
│
8
5
1
0
　
笛
吹
市
石

和
町
市
部
7
7
7
　
笛
吹
市
役
所
　

経
営
企
画
課
　
経
営
政
策
担
当

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
1
�

　
℻
0
5
5
（
2
6
2
）
4
1
1
5

※総合評価

（金額は税抜き価格です）

入札日決定業者決定額（円）予定価格（円）件　　名 場　所

笛吹市役所南館改修他建築本体工事（明許）

笛吹市役所南館改修他電気設備工事（明許）

笛吹市役所南館改修他機械設備工事（明許）

ネットワーク機器購入（メディアコンバータ）

VMwareサポート保守購入

救急統計管理システムの購入

下水道管渠実施設計委託第１工区（御坂）

笛吹市公共下水道事業地質調査業務委託（その１）

市道7015号線舗装工事

笛吹市石和保健福祉センター書庫新設移設工事

桑戸地内水路改修工事

市道2-58号線側溝改修工事

市道1-9号線（旧石和6号線）道路改良工事

市道1-5号線（旧石和16号線）道路改良工事

平成24年度笛吹市内地下水水質検査業務委託

平成24年度笛吹市都市計画基礎調査業務委託

下水道管渠実施設計委託第２工区（一宮）

笛吹市公共下水道事業地質調査業務委託（その２）

笛吹市営石和上平井第一団地修繕設計委託業務

笛吹市営八代三反田団地修繕設計委託業務

高家水路改修工事

米倉農道改良工事

石和町市部

石和町市部

石和町市部

市内

石和町下平井

市消防本部

御坂町八千蔵･蕎麦塚

御坂町八千蔵･蕎麦塚

芦川町中芦川

石和町市部

春日居町桑戸

境川町藤垈

石和町窪中島・四日市場

石和町川中島

市内55箇所

市内

一宮町本都塚

一宮町本都塚

石和町上平井

八代町米倉

八代町高家

八代町米倉

￥92,000,000

￥46,000,000

￥39,000,000

￥2,800,000

￥3,800,000

￥6,000,000

￥6,200,000

￥1,800,000

￥1,300,000

￥5,500,000

￥1,820,000

￥4,990,000

￥66,500,000

￥83,000,000

￥1,000,000

￥5,000,000

￥6,000,000

￥1,100,000

￥1,700,000

￥1,400,000

￥17,000,000

￥49,000,000

（株）地場工務店

（株）滝沢電気

（有）佐野工業所

（株）ＮＴＴ東日本－山梨

（株）YSK�e－com　

（株）新日本エンジニアリング

（株）カイシン

（有）若杉工務所

（株）丸清木販

（有）雨宮組

矢崎興業（株）

友愛工業（株）

昭和（株）　山梨営業所

（株）理工エンジニアリング

（株）萩原ボーリング

奥原建築設計事務所

窪田建築設計事務所

（株）オリオン

（株）中村工務店

￥71,700,000

￥40,800,000

￥36,500,000

￥2,250,000

￥2,420,000

￥5,000,000

￥4,310,000

￥1,170,000

￥1,120,000

￥4,290,000

￥1,419,000

￥3,892,000

￥58,500,000

￥67,550,000

￥370,000

￥4,200,000

￥4,080,000

￥687,500

￥1,520,000

￥1,250,000

￥14,000,000

￥39,800,000

（株）富士通ゼネラル
情報通信ネットワーク営業部

（株）大成エンジニアリング
笛吹支店

（株）環境計量センター
山梨検査所

平成24年7月3日※

平成24年7月3日

〃

平成24年7月10日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

平成24年7月17日※

平成24年7月17日※

平成24年7月24日

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃



■問合せ先　生涯学習課　生涯学習コーディネーター　☎�055（261）3339

　６月７日、春日居地区の高齢者さわやか学級では、

福嶋孝一先生を講師にお迎えして初夏にふさわしい「こ

け玉づくり教室」を開催しました。こけ玉は近年、と

ても人気のある園芸で24人の参加者がこけ玉づくりの

基本を学びました。

　最初にシマトネリコ、レアグラスの植物を根洗いし、

用土で丸め、苔をはりつけ、糸を巻きつけて仕上げます。

土と水、苔と格闘すること2時間、個性ある見事なこ

け玉が完成。出来上がった作品を全員が発表して、講

師に講評をいただき、終始、和やかな雰囲気の中での

こけ玉づくりとなりました。

　春日居地区高齢者さわやか学級は、年間を通して開

催し、もの作り、現地研修、学び、暮らしなど様々なジャ

ンルで、いきいきと学び、活動しています。

　今後も、芸術、スポーツ、歴史など多くの分野を楽

しむことによって、生きがいづくりと社会参加意欲を

高める環境づくりを目指していきたいと思います。

　
初
め
て
古
文
書
を
学
ぶ
方
の
た
め
の

初
級
編
で
す
。

▼
日
時
　
9
月
8
日
（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
会
場
　
生
涯
学
習
室

※
聴
講
無
料
・
要
申
し
込
み
。

　
お
手
持
ち
の
古
文
書
に
つ
い
て
の
相

談
を
承
り
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
8
日
（
土
）

　
午
後
1
時
〜
4
時

▼
場
所
　
北
杜
市
郷
土
資
料
館

〒
4
0
8
―
0
0
3
6

北
杜
市
長
坂
町
中
丸
1
9
9
6

☎
0
5
5
1
（
3
2
）
6
4
9
8

※
相
談
無
料
、
申
し
込
み
不
要
（
た
だ

し
事
前
連
絡
が
あ
れ
ば
、
対
応
が
ス

ム
ー
ズ
と
な
り
ま
す
）

※
古
文
書
の
全
文
解
説
や
、
資
料
の
鑑

定
な
ど
お
受
け
で
き
な
い
内
容
も
あ

り
ま
す
。

　
当
館
の
平
川
南
館
長
が
、
最
新
の
研

究
成
果
に
つ
い
て
語
り
ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
16
日
（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
３
時

▼
会
場
　
生
涯
学
習
室

※
聴
講
無
料
・
申
し
込
み
不
要

　
脱
穀
、
籾
摺
り
、
精
米
の
体
験
を
し

ま
す
。

▼
日
時
　
9
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時
、

午
前
11
時
、
午
後
1
時
、
午
後
2
時

▼
会
場
　
体
験
学
習
室

▼
定
員
　
各
回
20
人
（
先
着
順
）

※
参
加
費
無
料
・
申
し
込
み
不
要

■
問
合
せ
先
　
県
立
博
物
館

　
☎
0
5
5
（
2
6
1
）
2
6
3
1

も
み
す

　
甲
州
市
在
住
の
書
画
家
に
よ
る
墨

絵
の
作
品
26
点
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
期
間
　

　
9
月
3
日
（
月
）
〜
23
日
（
日
）

　
市
内
在
住
の
小
学
生
は
学
校
を
通

じ
て
配
布
さ
れ
て
い
る
オ
レ
ン
ジ
色

の
利
用
券
を
提
示
す
れ
ば
、
本
人
と

同
伴
の
家
族
が
入
館
無
料
に
な
り
ま

す
。
な
く
し
て
し
ま
っ
た
方
は
再
発

行
し
ま
す
の
で
、
窓
口
に
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
釈
迦
堂
ふ
ぁ
ん
ク
ラ
ブ
会
員

（
年
会
費
1
0
0
0
円
）
も
募
集
し

て
い
ま
す
。
釈
迦
堂
を
お
気
に
入
り

の
場
所
と
し
て
楽
し
く
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
開
館
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
閉
館
30
分
前
ま
で
）

○
休
館
日
　
火
曜
日
・
祝
日
の
翌

日
（
土
・
日
除
く
）

■
入
館
料

　
一
般
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
小
中
高
生
　
　
　
１
０
０
円

■
申
込
・
問
合
せ
先

　
☎
０
５
５
３
（
４
７
）
３
３
３
３

1学期終業式

「
静
か
ち
ゃ
ん
行
動
」
は
、
本
校
児
童

会
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
取
り
組
み
で
す
。

こ
れ
に
は
「
静
か
に
ち
ゃ
ん
と
」
と
い

う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
静
か

に
並
ん
で
体
育
館
な
ど
に
移
動
し
た
り

全
校
や
学
年
の
集
会
は
一
人
も
無
駄
口

せ
ず
、
話
し
手
を
見
て
聞
い
た
り
す
る

取
り
組
み
で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
「
静
か
ち
ゃ
ん

清
掃
」
の
取
り
組
み
も
含
め
、
数
年
前

か
ら
取
り
組
ま
れ
、
全
校
に
定
着
し
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
原
動
力
は
な
ん
と
い

っ
て
も
6
年
生
・
5
年
生
が
全
校
の
素

晴
ら
し
い
手
本
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。
そ
し
て
4
年
生
以
下
も
そ
れ
を
見

習
っ
て
き

ち
ん
と
行

動
が
で
き

て
い
ま
す
。

　
落
ち
着

き
と
笑
顔

あ
ふ
れ
る

八
代
小
に

ぜ
ひ
、
い

ら
し
て
く

だ
さ
い
。

　

　
本
校
の
正
面
玄

関
に
は
、
飯
田
龍

太
先
生
直
筆
の
こ

の
句
が
飾
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
俳
壇
の
巨
匠
、
飯
田
蛇
笏
・
龍
太
先

生
の
母
校
で
あ
る
境
川
小
学
校
は
、
俳

句
を
通
し
て
、
自
然
や
生
活
な
ど
に
素

直
に
感
動
で
き
る
豊
か
な
心
や
表
現
力

を
育
む
こ
と
を
目
指
し
、
全
校
の
子
ど

も
た
ち
が
日
常
的
に
俳
句
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
一
学
期
に
は
、
修
学
旅
行
や
自
然
教

室
、
児
童
会
ゲ
ー
ム
集
会
の
後
な
ど
に
、

見
た
も
の
聞
い
た
も
の
経
験
し
た
こ
と

か
ら
、
自
分
が
美
し
い
と
思
っ
た
り
、

素
晴
ら
し
い
と
感
じ
た
り
し
た
こ
と
を

俳
句
で
表
現
し
、
作
品
を
教
室
や
廊
下

に
掲
示
し
ま
し
た
。

　
昨
年
の
笛
吹
市
小
学
生
・
中
学
生
俳
句

会
で
は
、
学
校
賞
を
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
も
「
俳
句
を
つ
く
っ
て
楽
し

も
う
」
を
合
言
葉
に
、
子
ど
も
た
ち
は
楽

し
く
作
品
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

　



手作りのうちわを持って記念撮影
作業するテーブルに飾ら

れた笹＝御坂図書館

大型バス後方の非常口
から負傷者を救助

治療の優先度を決定するト
リアージ訓練

手を振ってお別れする児童ら＝一宮南小学校

　
7
月
2
日
、
中
国
・
四
川
省
成

都
外
国
語
学
校
付
属
小
学
校
4
年

生
1
1
0
人
が
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
英
語
な
ど
様
々
な
外

国
語
を
専
門
に
学
習
し
て
い
る
同

校
が
国
際
交
流
を
行
う
一
環
と
し

て
、
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
日
、
一
行
は
市
役
所
で
歓

迎
を
受
け
た
後
、
一
宮
西
・
南
・

北
小
の
3
校
に
分
か
れ
て
訪
問
。

歓
迎
会
の
後
、
レ
ク
を
し
た
り
、

給
食
を
一
緒
に
食
べ
た
り
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　
7
月
7
日
、
市
立
図
書
館
で
は
、

七
夕
の
日
に
、
節
電
を
し
な
が
ら

も
酷
暑
を
乗
り
切
っ
て
も
ら
お
う

と
、
エ
コ
う
ち
わ
作
り
を
企
画
し

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
う

ち
わ
に
思
い
思
い
の
飾
り
つ
け
を

し
て
い
ま
し
た
。

　
7
月
8

日
、
ス
コ

レ
ー
セ
ン

タ
ー
に
お

い
て
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
「
歌
の

日
曜
散
歩
」

の
公
開
生

放
送
が
行

わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
は
、

思
い
出
の

曲
や
懐
か

し
い
音
楽

を
リ
ク
エ

ス
ト
に
応

え
て
送
る

番
組
で
、

鎌
田
正
幸
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
坪
郷

佳
英
子
さ
ん
の
息
ぴ
っ
た
り
の
調

子
に
、
全
国
各
地
に
多
く
の
フ
ァ

ン
が
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
ス
コ
レ
ー
セ
ン
タ
ー

の
近
所
の
方
か
ら
県
外
か
ら
訪
れ

た
方
ま
で
、
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ

も
様
々
な
参
加
者
が
会
場
に
詰
め

か
け
て
い
ま
し
た
。

　
7
月
3
日
、
お
ご
っ
そ
う
家
駐

車
場
（
芦
川
町
上
芦
川
）
に
お
い

て
、
多
数
傷
病
者
発
生
時
の
対
応

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
訓
練
に
は
、
市
消
防
本
部
、
消

防
団
、
笛
吹
警
察
署
の
ほ
か
、
近

隣
の
消
防
本
部
等
の
関
係
機
関
が

参
加
し
ま
し
た
。

　
内
容
と
し
て
大
型
観
光
バ
ス
の

衝
突
事
故
を
想
定
し
た
、
多
数
傷

病
者
発
生
時
に
お
け
る
、
初
動
対

応
か
ら
救
急
・
救
助
活
動
お
よ
び

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
の
搬
送
訓
練
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

抽選で当選した参加者で埋め尽くされた会場
ベテランアナウンサー同士の
お茶の間感覚で行う番組進行

か
ま
だ

つ
ぼ
ご
う

　県では「山梨県動物愛護デー」を開催します。

　犬ねこ無料健康相談・飼い方相談、動物のお医者さん体験コーナー、ポニー乗馬体験、動物

クイズやカルタなどを予定していますので、皆さんおでかけください。

　日時　9月23日（日）　午前10時～午後３時

　場所　アイメッセ山梨

■問合せ先　山梨県　衛生薬務課　食品衛生・動物愛護担当　☎055（223）1489

　ペットは「命と心」のある生き物です。販売・譲渡

する側、そして飼おうとする側も責任を持ってその命

と心に真剣に向き合いましょう！ペットが天寿を全う

するその日まで、責任をもって家族の一員として可愛

がりましょう。

日　程

松　本

唐　柏

河　内9月9日（日）

30日（日）

16日（日）

地　区

下平井 下平井公民館

西　町
西関東道路建設事務所駐車場

（元　石和警察署跡地）

唐柏公民館北側ＪＡ駐車場

松本区ゲートボール場脇

河内公民館南広場 午前７時～８時30分

午前７時～9時

午前７時～８時

午前８時～９時

午前７時～８時

場　所 時　間

　市内各地区の資源物回収会場で廃食油・賞味期限切れの油を回収します。廃食油はバイオディーゼル燃

料になり、ごみ収集車などに利用されます。9月は石和地区で実施しますので、ご家庭に廃食油があれば、

ペットボトルなどの透明な容器に入れてお持ちください。

　日時・場所　

　回収する油の種類

　植物油（菜種、大豆、コーン、べに花、ごま、ひまわりなど）

○鉱物油、牛・豚脂、パームなどの油は回収しません。

○天かすなどは取り除いてください。

○廃食油回収後、容器はお持ち帰りいただきます。

○お店などの事業に伴う廃食油は回収しません。

■問合せ先　環境推進課　☎�055（262）4111



バトホヤグ市長から記念品（ゲルの置物）
を受け取る荻野市長＝26日、市内ホテル

バトホヤグ市長ら（写真手前、左から
3人目）との記念撮影＝26日、市役所

荻野市長と握手をする代表選手

生徒一人ひとりの健闘を願って市からタオルを贈呈

　
中
学
校
総
合
体
育
大
会
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
、
県
代
表
と
な
っ

た
市
内
中
学
生
を
応
援
す
る
激
励

会
が
、
8
月
2
日
に
市
役
所
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
夏
休
み
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
、

関
東
大
会
に
出
場
す
る
各
学
校
の

代
表
者
は
、
市
長
の
前
で
「
チ
ー

ム
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で
戦
い
た

い
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
7
月
25
日
、
モ
ン
ゴ
ル
国
最
南

端
の
県
、
南
ゴ
ビ
県
の
ダ
ラ
ン
ザ

ド
ガ
ド
市
か
ら
、
バ
ト
ホ
ヤ
グ
市

長
以
下
7
名
の
訪
問
団
が
市
に
来

訪
し
ま
し
た
。

　
訪
問
団
は
、
両
国
の
発
展
と
教
育
・

文
化
的
な
交
流
を
目
的
と
す
る
「
モ

ン
ゴ
ル
と
日
本
の
国
交
樹
立
40
周

年
記
念
、

友
好
交
流

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の

一
環
で
来

日
さ
れ
ま

し
た
。

　
26
日
は
、

市
内
ホ
テ

ル
に
て
歓

迎
レ
セ
プ

シ
ョ
ン
が

開
催
さ
れ
、

互
い
の
市

か
ら
空
手

の
演
武
や

馬
頭
琴
の

演
奏
な
ど

が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

荻野市長と30パーセントの節目に
カードの交付を受けた鈴木由美子さん

人権イメージキャラクター　人KENまもる君・
人KENあゆみちゃんによる紙芝居

種目大会名 氏名・学校名

水泳　男子50m自由形
保坂彰吾（石和中）

手塚健太（石和中）

川手詢介（石和中）

保坂彰吾　手塚健太

川手詢介　稲葉直哉（石和中）

小宮山暁平　　田健太郎

笹原僚太　　半田歩（石和中）

土屋拓斗　大久保雄平　奈良光洋

山　翼　青　祥多　渡邉陵（石和中）

水泳　男子100mバタフライ

水泳　男子200m自由形

水泳　男子200m個人メドレー

水泳　男子200m平泳ぎ

水泳　男子200m個人メドレー

水泳　男子400mリレー

水泳　男子400mメドレーリレー

柔道　男子90kg級 横内晋介（石和中）

弓道　女子団体 石和中

軟式野球 石和中

ソフトテニス　男子団体 石和中

ソフトテニス　男子個人

陸上　１年男子100m 土屋拓斗（石和中）

陸上　１年男子1500m 藤巻天（石和中）

陸上　共通男子3000m 花田幹太（石和中）

陸上　共通男子走幅跳 奈良光洋（石和中）

陸上　共通男子110mH 山　翼（石和中）

陸上　共通男子4×100mR

梶原瑞奈��小松さくら��渡辺玲菜

渡辺彩花��水野あやめ��小林茉優（石和中）

陸上　２年女子100m 梶原瑞奈（石和中）

陸上　共通女子100m 小松さくら（石和中）

陸上　共通女子4×100mR

角田祐佳（石和中）

揚原百恵（石和中）

渡邊杏実（石和中）

角田祐佳　揚原百恵

渡邊杏実　志村真優（石和中）

水泳　女子200m個人メドレー

水泳　女子400m個人メドレー

水泳　女子100m背泳ぎ

水泳　女子200m背泳ぎ

水泳　女子200m自由形

水泳　女子100mバタフライ

水泳　女子400mリレー

水泳　女子400mメドレーリレー

水泳　女子100mバタフライ
梶原菜祐（御坂中）

水泳　女子200mバタフライ

バレーボール　女子 御坂中

バレーボール　男子 一宮中

水泳　男子200m背泳ぎ 齊藤公紀（浅川中）

陸上　共通男子1500m 小林雄斗（浅川中）

陸上　共通男子走幅跳 奈良光洋（石和中）

柔道　男子90kg級 横内晋介（石和中）

ソフトボール　女子 石和中

ラグビー 春日居中

柔道　男子60kg級 杉田祐太（浅川中）

柔道　男子81kg級 里吉由至（御坂中）

全日本大会

上位大会なし
（県大会優勝）

全国大会

2人1組となり、背浮きの練習をする参加者＝八代中央水泳プール

安全運転を誓う市職員

　
7
月
21
日
、
八
代
町
体
育
協
会

は
、
川
や
湖
で
水
難
事
故
に
遭
遇

し
た
場
合
の
緊
急
対
応
を
学
ぶ
教

室
を
行
い
ま
し
た
。
小
雨
の
中
、

40
人
の
小
中
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
水
の
中
で
救
助
を
待
つ
た
め
の

「
背
浮
き
」
の
練
習
や
、
プ
ー
ル

内
を
巡
っ
て
水
流
を
つ
く
り
、
川

の
流
れ
を
擬
似
的
に
体
験
す
る
試

み
、
ま
た
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト

着
用
体
験
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
7
月
12
日
、
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
の
普
及
率
が
30
パ
ー
セ
ン
ト

を
達
成
し
、
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が

市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
市
民
の
利
便
性
向
上

を
図
る
た
め
、
平
成
19
年
6
月
、

自
動
交
付
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
市
は
窓
口
で
の
周
知

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
出
向
き
チ
ラ

シ
を
配
布
す
る
な
ど
、
普
及
促
進

に
努
め
て
き
ま
し
た
。
な
お
、
こ

の
普
及
率
は
県
内
平
均
の
9
・

6
%
と
比
べ
て
、
突
出
し
て
高
い

も
の
で
す
。

　
7
月
23
日
、
境
川
児
童
館
に
お

い
て
、
児
童
70
人
を
対
象
に
、
甲

府
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
笛
吹
グ

ル
ー
プ
主
催
に
よ
る
笛
吹
市
人
権

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
子
ど
も
た
ち
が
友
達

に
対
す
る
思
い
や
り
や
両
親
な
ど

に
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
も
ら

う
こ
と
や
、
人
権
擁
護
委
員
の
活

動
を
様
々
な
人
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
教
室
で
披
露
さ
れ
た
「
い
じ
め
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
紙
芝
居
を
子
ど

も
達
は
真
剣
に
見
た
り
、
聴
い
た

り
し
て
い
ま
し
た
。

　
県
が
主
催
す
る
「
平
成
24
年
度

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ド
ラ
イ
ブ
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
1
2
3
」
に
笛
吹
市
役
所

か
ら
75
チ
ー
ム
3
7
5
人
が
エ
ン

ト
リ
ー
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
5
人
1
チ
ー
ム
で

1
2
3
日
間
の
無
事
故
・
無
違
反

に
挑
戦
す
る
も
の
で
す
。

　
職
員
も
日
頃
か
ら
安
全
運
転
を

心
が
け
、
無
事
故
無
違
反
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

関
東
大
会

（敬称略）



●
耳
を
す
ま
せ
ば
え
ほ
ん
隊

9
月
1
日
（
土
）・
8
日
（
土
）・
15
日

（
土
）・
22
日
（
土
）・
29
日
（
土
）

午
前
の
部
　
11
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
2
時
〜
2
時
30
分

毎
週
土
曜
日
2
回
開
催

●
家
族
で
始
め
よ
う
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

9
月
6
日
（
木
）
・
20
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
会
タ
ン
タ
ン

9
月
13
日
（
木
）
・
27
日
（
木
）

午
前
11
時
か
ら

●
楽
蔵
お
は
な
し
会

　
（
お
話
・
工
作
・
映
画
会
）

　
9
月
1
日
（
土
）

　
午
後
2
時
〜
３
時

●
お
は
な
し
会
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

9
月
11
日
（
火
）
・
25
日
（
火
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

●
ロ
ー
ズ
タ
イ
ム

　
（
大
人
の
た
め
の
癒
し
の
時
間
）
★

9
月
21
日
（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
お
は
な
し
の
ゆ
り
か
ご

９
月
５
日
（
水
）
�

午
前
11
時
か
ら

●
リ
サ
と
ガ
ス
パ
ー
ル

　
〜
お
は
な
し
会
〜
　

9
月
2
日
（
日
）・
9
日
（
日
）・
23
日

（
日
）・
30
日
（
日
）
　
午
後
２
時
か
ら

●
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　
9
月
8
日
（
土
）
　
午
後
2
時
か
ら

●
プ
レ
マ
マ
〜
マ
タ
ニ
テ
ィ
支
援
〜

　
9
月
14
日
（
金
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら

●
ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
・
サ
ロ
ン

9
月
19
日
（
水
）
　
午
前
11
時
か
ら

●
お
は
な
し
の
ぶ
ら
ん
こ

　
9
月
16
日
（
日
）
　
午
後
2
時
か
ら

●
バ
ム
ケ
ロ
お
は
な
し
会

9
月
8
日
（
土
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

●
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
お
は
な
し
会

9
月
5
日
（
水
）・
12
日
（
水
）・
19
日

（
水
）・
26
日
（
水
）
　
午
前
11
時
か
ら

●
え
ほ
ん
で
G
O
！

　
〜
楽
し
い
読
み
聞
か
せ
〜

9
月
1
日
（
土
）・
8
日
（
土
）・
15
日

（
土
）・
22
日
（
土
）・
29
日
（
土
）

午
前
11
時
か
ら

●
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会

9
月
1
日
（
土
）
　
午
後
２
時
か
ら

（
毎
週
土
曜
日
、
随
時
お
は
な
し
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
）

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
も
も

�

（
乳
幼
児
向
け
）

9
月
11
日
（
火
）
・
25
日
（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

●
お
り
が
み
を
た
の
し
も
う
！

9
月
8
日
（
土
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
（
小
学
生
向
け
）

●
ぱ
ぱ
と
ぐ
ら
ん
ぱ
の
お
は
な
し
会

9
月
15
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

●
お
は
な
し
の
へ
や
　
さ
く
ら
ん
ぼ

9
月
22
日（
土
）午
前
10
時
30
分
か
ら

＊
図
書
館
の
お
は
な
し
会
は
、
子
ど

も
た
ち
だ
け
で
な
く
、
敬
老
会
・

公
民
館
ま
つ
り
・
老
人
ホ
ー
ム
・

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
施
設
・
病
院
な
ど

に
出
向
き
、
年
配
の
方
々
に
も
サ

ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
要

望
が
あ
れ
ば
随
時
出
前
お
は
な
し

会
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
個
人
的
に
朗
読
サ
ー
ビ
ス
を
お
受

け
に
な
り
た
い
方
は
、
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

★
印
…
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や
ま
な

し
登
録
講
座

■
問
合
せ
先

石
和
図
書
館
（
担
当
�

石
倉
）

　
☎
0
5
5
（
2
6
2
）
5
9
5
9

石
和
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
２
）５
９
５
９

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
９
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

一
宮
図
書
館

℡
０
５
５
３（
４
７
）５
２
２
０

平
日（
火
・
木
）／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

平
日（
水
・
金
）･

土･

日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

境
川
図
書
室

℡
０
５
５（
２
６
６
）２
０
１
４

平
日
・
土
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

℡
０
５
５
３（
２
６
）２
２
８
３

平
　
　
　
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
７
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

八
代
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
５
）２
１
１
３

平
日
・
土
・
日
／
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

御
坂
図
書
館

℡
０
５
５（
２
６
３
）０
３
６
３

月
・
火
・
木
・
金
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
石
和
図
書
館

3
日（
月
）・
10
日（
月
）・
18
日（
火
）・

24
日（
月
）

◆
御
坂
図
書
館

5
日（
水
）・
12
日（
水
）・
19
日（
水
）・

26
日（
水
）・
28
日（
金
）

◆
一
宮
図
書
館

3
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

24
日（
月
）・
28
日（
金
）

◆
八
代
図
書
館

3
日（
月
）・
10
日（
月
）・
17
日（
月
）・

24
日（
月
）

◆
境
川
図
書
室

2
日（
日
）・
9
日（
日
）・
16
日（
日
）・

17
日（
月
）・
22
日（
土
）・
23
日（
日
）・

30
日（
日
）

◆
春
日
居
ふ
る
さ
と
図
書
館

3
日（
月
）・
10
日（
月
）・
18
日（
火
）・

24
日（
月
）・
28
日（
金
）

●「ゼロ、ハチ、ゼロ、ナナ。」（講談社）

　【第142回直木賞候補】【第31回吉川英治文学新人賞候補】

●「ツナグ」（新潮社）【第32回吉川英治文学新人賞受賞】【2012年10月映画公開予定】

●「本日は大安なり」（角川書店）

　【第24回山本周五郎賞候補】【2012年1月～3月NHKでドラマ放送】

●「オーダーメイド殺人クラブ」（集英社）【第145回直木賞候補】【第25回山本周五郎賞候補】

☆他にもたくさん　村作品を所蔵しています。この機会に「　村ワールド」に浸ってみませ

んか?

　日　時　10月3日・17日・24日・31日・11月7日（予備日）（水）

　　　　　午前10時～正午

　場　所　石和図書館　２階　読書室

　講　師　市立図書館司書

　受講料　500円

　定　員　10人（先着順）

　託　児　あり（託児ボランティア“ももんちゃん”）

　申込開始　9月1日（土）午前10時より石和図書館カウンターまたは電話で受け付けます。

■申込・問合せ先　石和図書館　☎055（262）5959

　先日、笛吹市石和町出身作家　村深月さんの第147回直木賞が決定し

ました。3度目の候補での受賞となります。当日石和図書館では、「直木

賞受賞の瞬間を見守る会」を開催し、発表の瞬間には歓喜の声があがり

ました。

　幼い頃から本が大好きで、石和図書館

によく通っていたという　村さん。今回

の受賞会見では「いろんな本を読んでき

て、読書という行為に助けられながらこ

れまで生きてきた」と語っています。

　笛吹市立図書館では、デビュー当時から　村さんの特

設コーナーを設け、著作を展示しています。これからも

応援しています。



▼「七夕まつり、エコうちわ作り」の取材に、
御坂図書館を訪れました。参加者には撮

影に協力いただきました。ありがとうございました。また、
同会場では「ブックリサイクル」が開かれていました。これ
は、保存期間が過ぎた本や雑誌などを、皆さんに還元する
もので、この日は、本を詰めるためのビニール袋が１枚100
円で売っていました。雑誌、実用書、新書、文芸書など多種
多様な本が陳列されていました。「ブックリサイクル」と広
報紙等で見かけたら、参加してみてはいかがでしょうか。（K）

■問合せ先　（公財）ふえふき文化・スポーツ振興財団
☎055（263）7959��　　���

■問合せ先　・スコレーセンター　☎055（263）7959
　　　　　　・遠妙寺　　　　　　☎055（262）2846

　山梨交響楽団によるコンサートです。繊細
で迫力ある生演奏をお楽しみください。
　日時　10月７日（日）
　　　　開場　午後１時30分
　　　　開演　午後２時
　場所　スコレーセンター
　演奏
　○指　揮　　　　薬袋貴
　○管弦楽　　　　山梨交響楽団
　○ヴァイオリン　浅川実夏
　曲目
　○こうもり序曲（シュトラウス）
　○ヴァイオリンのための協奏風ロンド
　　（モーツァルト）
　○動物の謝肉祭（サン=サーンス）
　　ボレロ（ラヴェル）など
　入場　無料
※スコレーセンターで配布している入場整理

券が必要です。
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　人間国宝の梅若玄祥、山本東次郎ら、一流
の能楽師・狂言師が繰り広げる幽玄の世界を
ご堪能ください。
　日時　10月23日（火）
　　　　開場　午後６時
　　　　開演　午後７時
　場所　スコレーセンター
　演目　仕舞「鵺」　　佐久間二郎
　　　　狂言「伊文字」山本東次郎
　　　　能　「楊貴妃」梅若玄祥
　解説　増田正造
　入場料（指定席）　5,000円
　助成　笛吹市地域振興促進助成事業
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